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新年のご挨拶

（公社）富山県柔道整復師会　
会　長　吉　村　英　男

　新年明けましておめでとうございます。会員ならびにご家族の皆様方には健やかに新
年をお迎えになられましたこと心よりお慶び申し上げます。
　コロナウイルス感染症・各業務と日々の業務に従事していること、会員の皆様方には
心より厚く御礼申し上げます。コロナウイルス感染症は少しずつ解放され、インフルエ
ンザが増えています。しつかりと対応して下さい。
　新年度を迎え、執行部、各部が日々の活動、また事務局と一丸となり会事業・会運営、
会員の皆様方が仕事を行いやすいよう一生懸命頑張っております。
　また、当会顧問議員の先生方より「国政や県政の意見懇談会の依頼」や、当方からの

「諸般の要望案件」「柔整師会へのご忠言」等々について真摯にお付合い戴いております。
『会員への業務が良い方向』へとしっかり受け止めて頑張ってもらっております。
　昨年は重要な周年事業である、ブロック学術大会、富山県柔道整復師会創立100周年・
社団設立62周年・富山県柔道整復師協同組合設立17周年、記念行事等先生方のご協力に
より挙行できたことをお礼申し上げます。他府県の先生方、北信越の会長はじめ、理事
の先生には大変お世話になり、ありがとうございました。協力は大変に素晴らしいもの
でした。
　現状、柔整師会は益々厳しくなってきています。柔道整復療養費検討専門委員会では
療養費適正化について議論し、「患者ごとの償還払いは」、自己施術・自家施術・回答し
ない患者・複数の施術所に於いて同部位の施術を受けている患者等、「明細書発行義務化」
など柔整業務は日々医科に近づいております。
　自賠責保険については、特別材料費の算定、包帯交換料の算定、近接部位の算定等を
患者調査の実施をと、損保会社からの申し入れが波及します。
　柔整は弱い立場にあるのか?いかにそれを上げるのか、一致団結が必要だと思います。
柔整業界は必死に頑張っています。富山県は、創立100周年でも感じられたように、富
山県行政の協力を得て、柔整の地位向上を図っております。60号で河合副会長が巻頭言
で書いている『努力することを忘れてはならない』この一言に尽きると思います。この
会をこのまま維持、または大きくして行くのは、会員一人一人の努力と、全理事・全事
務局員の協力だと思います。
　本年も執行部へのご理解とご協力をお願い申し上げ、先生方におかれましても素晴ら
しい一年になりますようにご祈念申し上げ、新年のご挨拶と致します。
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春のご挨拶

新年のご挨拶

富山県自由民主党県連会長　　　　　　
参議院議員　野　上 浩太郎

　公益社団法人富山県柔道整復師会の皆様方におかれましては、輝かしい新年をお健や
かにお迎えのこととお慶び申し上げます。
　また、昨年12月には貴会の創立100周年・社団法人設立62周年・協同組合設立17周年
記念式典が盛大に開催されましたことに心よりお祝いを申し上げます。皆様方の永年に
渡る県民の健康増進と社会福祉向上に対する大きなご貢献に、深く敬意を表し、感謝申
し上げます。
　さて、昨夏の参院選におきましては、貴会の皆様方をはじめ多くの方々にご支援を賜
り、四期目の当選をさせて頂くことができました。引き続き、「地方から日本を立て直
す！」との信念のもと、ふるさと富山県と日本のため、全身全霊で邁進して参る決意です。
　また、その後の自民党役員人事で、参議院自民党国会対策委員長を拝命いたしました。
これもひとえに貴会の皆様方の長年に渡るご支援の賜物と厚く御礼申し上げます。国会
運営の責任者として、謙虚で丁寧な国会運営を通じ、また、これまでの農林水産大臣や
内閣官房副長官、国土交通副大臣として培った経験を活かし、新型コロナウイルス対策
や物価高、円安、国土強靭化、少子高齢化、ウクライナ危機等、国内外で直面する困難
な課題の解決に向け、全力で職責を果たして参ります。
　貴会におかれましては、新型コロナの感染拡大の終息が見えない厳しい状況の中で、
感染対策を講じながら治療・施術により地域の身近な診療機関として住民の方々を支え
られ、また、会員の資質向上や各種研修会の開催、広報・普及活動、保険制度等の講習
会、健康維持増進やスポーツ大会等の応急救護、青少年健全育成のための柔道大会や介
護予防教室の実施に取り組まれるなど、地域社会で果たされる貴会の役割や社会的な意
義は益々重要となっております。私も皆様方が県民の健康増進と社会福祉のため、引き
続き、ご貢献いただけますよう、全力を尽くして参ります。何卒、一層のご指導ご鞭撻
賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、富山県柔道整復師会の益々のご発展と、吉村英男会長はじめ会員の皆様方の
ご健勝、ご多幸をご祈念申し上げ、ご挨拶と致します。
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春のご挨拶

新年のご挨拶

衆議院議員　橘　　慶一郎

　明けましておめでとうございます。皆様には、ご家族お揃いですがすがしい新春をお
迎えのこととお喜び申し上げます。
　昨年は、新型コロナウイルス感染症が発生以来３年目となり、第８波に至りました。
ウイルスの弱毒化とワクチン接種等による集団免疫の広がりにより、ようやく社会経済
活動の制限を最小限にとどめる事が可能になりました。この間、先生方には、医療・介
護の現場で細心の注意を払いながらの治療・施術にご苦労が続いたものと拝察致します。
２月にはロシアのウクライナ侵略で国際社会に激震が走り、その後、エネルギー価格を
始め、久方ぶりの物価高に国民生活が脅かされる事態となりました。この間、岸田内閣
は、コロナ・物価高対策と成長・分配の好循環実現を目指し、大型経済対策でご苦労さ
れている業種・家計の底支えに努めてきました。今後は、デジタル化、グリーン化、ス
タートアップ（起業）、研究開発など、新分野を切り拓くことで経済を成長軌道に乗せ、
賃上げ等を通じて家計所得を増大させ、令和の新時代を切り拓く覚悟です。
　私につきましては、党の組織運動本部団体総局長を仰せつかりました。柔道整復師会
を始め500を超える友好団体の皆様との連絡役として、政策面のご要望の実現に努めな
がら、昨年夏の参議院選挙に引き続き、今春の統一地方選においても我が党候補者の勝
利を目指して頑張ります。先生方には、富山県議会議員選挙にお力添えを賜りますよう、
よろしくお願い申し上げます。
　先生方には、「道・学・術」一体に研鑽に励まれ、地域住民の健康な日常生活を支え、
地域包括ケアシステムの中で、健康寿命の延伸や介護予防分野の発展にご尽力頂いてお
ります。地域の大切な拠点としての日々のご努力に感謝しつつ、スポーツ医学を含め柔
道整復術の学問的確立、診療行為としての位置付けなど、政治の立場から皆様の活動を
応援できるよう、今後とも心掛けて参ります。
　この一年の吉村会長始め先生方のご健勝・ご多幸と、富山県柔道整復師会の一層のご
発展をお祈り申し上げ、年頭のご挨拶と致します。本年もよろしくお願い致します。
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春のご挨拶

新年のご挨拶

自民党厚生労働部会長　　　　　　　　
衆議院議員　田　畑　裕　明

　新年あけましておめでとうございます。公益社団法人富山県柔道整復師会の皆様方に
おかれましては、健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。謹んで皆様のご
繁栄とご多幸・ご健康をお祈り申し上げます。
　また、昨年中はひとかたならぬご厚誼を賜り、誠に厚く御礼申し上げます。
　人生100年時代と言われる中、健康寿命を伸ばすためには栄養管理と適切な運動の継
続が大切です。筋骨格のプロであり体の状態や変化を見逃さない鋭い観察眼を持つ柔道
整復師の皆様方の活動範囲は地域密着型の治療所や機能回復型施設でのサービス提供を
通じて益々広がるものと考えています。また、施術の際の思いやりあるきめ細やかなア
プローチにより、患者様との信頼関係を作っておられる柔道整復師の皆様方に深く敬意
を表しますとともに、更なるご活躍をご期待申し上げます。
　さて、現在、私は自民党厚生労働部会長として厚生労働政策において責任ある立場で
仕事をしております。皆様方のご支援の賜物です。コロナ対策や医療、介護、子育て支
援など全世代型社会保障制度改革議論にどっぷりつかって日々活動いたしております。
今後、各治療所でのオンライン資格確認の導入が進められていきます。デジタル社会の
恩恵を誰もが享受し、サービス向上に繋げる取り組みです。ご理解、ご協力の程よろし
くお願い申し上げます。
　地域の皆様や、その身近な医療機関である柔道整復師の皆様からも意見交換の機会を
通して生の声をいただきながら、それを政治に反映させるべく「舵取り役」として丁寧
に党内議論を主導し方針を決定するよう尽力してまいります。これからも変わらぬご支
援とご指導を賜りますよう何卒お願い申し上げます。
　結びに、公益社団法人富山県柔道整復師会様の今後益々のご発展と、本年が会員の皆
様にとって実り多き素晴らしい一年となりますことを心よりお祈り申し上げます。
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春のご挨拶

新年のご挨拶

衆議院議員　上　田　英　俊

　新年明けましておめでとうございます。富山県柔道整復師会の皆様方には、令和５年
の初春を健やかにお迎えのこととお慶び申し上げます。日頃より、力強く、温かいご支
援を賜りありがとうございます。また、未だ終息が見えないコロナウイルスに悩まされ
る中で、感染拡大防止の措置を取りながら、患者さんの施術にご尽力を頂いている先生
方に対して、心より敬意を表し、感謝申し上げます。
　さて、昨年を象徴する漢字一文字は、「戦」でした。「たたかい」、「いくさ」は残念な、
痛ましい言葉でもあり、「戦争」は何も産み出さず、全てを喪失させる愚かな行為であ
ることは言うまでもありませんが、私達は、「戦」に備え、「戦」から自らを守る行動が
求められます。備える、守るという考え方が、「安全保障」であります。１人１人の生
命、財産を守る外交、防衛政策の「安全保障」。燃油高、資材高騰に対応する「エネル
ギー安全保障」。そして、ロシアによるウクライナ侵略、世界的な人口爆発等で、より
明確になった「食料安全保障」。全てが生活に直結する課題であり、今日、あらゆる「安
全保障」の在り方こそ、国家の在り方を方向付ける事を認識する時でもあります。
　さて、国会での活動の中で、厚生労働委員会、農林水産委員会に所属し、「有害鳥獣
対策」、「雇用問題」、「土地改良事業」、「雇用保険法」、「障害者雇用」について質問の機
会を頂き、また党の政務調査会、議員連盟等では、医療・保険・福祉等の社会保障政策、
農林水産業の振興、道路・河川・海岸・砂防等の社会資本整備等を中心に、積極的に参
加し、発言を求めており、その活動の源泉は、地域の、職域の現場の声です。より一層
のご理解、ご指導をお願い致します。
　結びに創立100周年を迎えられた富山県柔道整復師会及び先生方が未来に向けてご発
展されます事をご祈念申し上げます。本年もよろしくお願い致します。
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春のご挨拶

新年のご挨拶

参議院議員　堂　故　　　茂

　新年あけましておめでとうございます。
　富山県柔道整復師会の皆様におかれましては、輝かしい初春をお迎えのこととお慶び
申し上げます。
　貴会の皆様方には、日頃より日本伝統の柔道整復術の担い手として、住民の健康増進
やスポーツ分野での活動、さらに介護予防などの福祉分野にも積極的にご貢献いただい
ておりますことに、深く敬意を表し、感謝申し上げます。
　さて、三年間のコロナ禍に伴う生活や痛みが癒えない中、日本経済はロシアのウクラ
イナ侵略の影響で原材料価格の上昇や円安で、急激な物価高騰となりました。この難局
を乗り越えて成長するための総合経済対策として、事業規模72兆円からなる令和４年度
第２次補正予算を編成しました。
　４月には、こども家庭庁が設置されます。子どもを取りまく課題解決とともに少子化
対策にしっかり向きあい、便利で安全な国土づくりや農林水産業や中小企業など地方の
活性化に向け、デジタル・グリーンという新しい技術を活用し、社会を成長させるデジ
タル田園都市国家構想を強力にすすめていくべきと考えます。
　また、本年４月には統一地方選挙が行われます。私も、我が党候補者が圧倒的勝利に
向けて全力を尽くす所存です。皆様方にもご支援・ご協力をお願い申し上げます。
　これからも、私の政治テーマであります「ふるさとに根っこがある人づくり国づくり」
に邁進してまいりますので、今後ともご指導、ご支援を賜りますようお願い申し上げま
す。
　結びに、会員の皆様方におかれましては、世界に認められている柔道整復術を大いに
駆使して、県民の健康維持増進に、より一層のご研鑽を重ねていかれますことをご期待
申し上げます。貴会の益々のご発展と皆様方のご健勝ご多幸を心よりご祈念申し上げ、
ご挨拶とさせていただきます。
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春のご挨拶

新年のご挨拶

富山県議会議員　米　原　　　　蕃

　皆様には、お健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　平素より格別のご厚情を賜り心より厚く御礼申し上げます。本年もよろしくお願い申
し上げます。
　歴史を紐解けば、日本「柔道」の創始者である嘉納治五郎先生は、少年時代に小さな
者が横暴な者を力で諌めることができないことを思い知らされたといいます。
　そして乱暴な者に負けない柔術を身につけようと、柔術の達人を探すのですが、「整
骨をする人」に達人が多いと聞いて整骨師に弟子入りします。その柔術を今日の「柔道」
に発展させたのが先生の始められた講堂館柔道です。
　今日の柔道整復師会が、嘉納治五郎先生に敬愛の念を抱かれるには深い経緯があった
ことに気付かされた次第です。
　「勝つにしても道に順(したが) って勝ち、負けるにしても道に順(したが) って負けなけ
ればならぬ。負けても道に順(したが) って負ければ、道に背いて勝ったより価値がある
のである」と「順道制勝」の道を説かれた先生は、「柔道の父」であるばかりではなく「日
本体育の父」とも呼ばれ、近代日本におけるスポーツマン精神の伝道者でもあったと言
われております。
　貴会におかれましては、県下のスポーツマンの健康維持を預かる立場からも変わらぬ
ご尽力を続けていただければ誠に幸いと存じます。
　結びに、本年も富山県柔道整復師会の皆様がご健勝で、県民皆様の医療・福祉の増進、
地域医療の向上発展にますます寄与されますことをご祈念申し上げ、新年のご挨拶とさ
せていただきます。
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春のご挨拶

新年のご挨拶

富山県議会議員　鹿　熊　正　一

　会員の皆様には、令和５年の初春をお健やかにお迎えになられたこととお慶び申し上
げます。また旧年中は、温かいご指導ご支援を賜わり心よりお礼申し上げます。
　皆様は、専門性を活かして県民の健康増進や機能訓練指導に当たられ、また各種スポー
ツ大会での救護活動等にも熱心に取り組まれ深く敬意を表します。特に、超高齢化社会
に向かう中、地域包括ケアシステムの多職種連携における皆様方の役割は益々重要性を
増しており、富山県の医療計画に、『柔道整復師』の役割がしっかりと明記されること
が必要であります。
　さて、私達は、新型コロナウイルス感染症、ロシアのウクライナ侵攻、地球温暖化、
DXの波、人口減少等、「先行き不透明で将来予測が困難な時代」に生きていて、全ての
県民が何らかの影響を受けていると言えます。
　従って県政課題も多く、私達議員は、個の力と所属する会派の組織力を高めて諸課題
の前進に努めていかねばと思います。その中で、私は、次の点について検討し議論を深
めたいと思います。
○県の成長戦略を実効あるものにして、本県に新たな富を創出すること。
○�真に支援を必要とする子ども、高齢者、障害者、生活困窮者に対し、県と市町村が連

携し適確な支援を届けること。
○「教育県富山」をもう一度確立すること。
○県民生活の土台であるインフラ整備を推進すること。
　何卒、本年も、皆様方のご指導ご鞭撻を賜わりますよう心よりお願い申し上げます。
　結びに、公益社団法人富山県柔道整復師会の限りないご発展と会員の皆様のご健勝、
ご活躍、ご多幸を心よりお祈り申し上げます。
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春のご挨拶

新年のご挨拶

富山県議会議員　宮　本　光　明

　令和５年の新春を皆様方には健やかにお迎えになったこととお喜び申し上げます。
　公益社団法人富山県柔道整復師会の皆様におかれましては、日頃より技術・知識・資
質の向上に取り組まれ、県民や地域により身近な診療機関としてご尽力されております
ことに心より敬意を表します。
　また、昨年12月には公益社団法人富山県柔道整復師会創立100周年並びに社団法人設
立62周年・富山県柔道整復師協同組合設立17周年の節目の年を迎えられ、記念式典・祝
賀会が盛大に開催されましたことを心よりお祝い申し上げます。
　さて、大きな希望を胸に迎えた新年ではありますが、約３年間に及ぶ新型コロナウイ
ルス感染症は私たちの日常を奪い社会様式を一変させました。徐々に新型コロナウイル
スの実態が解明されワクチン接種の効果や治療薬の投与等が進み、少なからず社会全体
に落ち着きがみられるようになったと感じつつあります。
　しかし、患者様に直接触れ診療や治療をされる皆様にとって、まだまだ予断を許さな
い状況下にあることは事実であり、一日も早い収束を祈るばかりです。
　そうした中において医療従事者として明確な対応が国においても未だ確立されていな
い現状は、憂慮すべきことと感じておりますが、柔道整復師会の皆様が今日まで重んじ
てこられた心・技・体の精神のもと、医療としての役割は極めて重要と認識しております。
　皆様方におかれましては、昨年の節目を機に今日まで地域に根差した身近な診療機関
として引き続きご活躍されますことを期待するものです。
　結びに、公益社団法人富山県柔道整復師会のますますのご発展と、会員の皆様のご健
勝とご多幸、ご発展を祈念申し上げご挨拶といたします。
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春のご挨拶

新年のご挨拶

富山県議会議員　五十嵐　　務

　新年あけましておめでとうございます。皆様には、健やかに令和５年の初春をお迎え
になられたこととお慶び申し上げます。
富山県柔道整復師会の皆様方には、日頃から何かとご指導、ご協力いただきありがとう
ございます。先生方に置かれましては、県民の身近な診療機関としてご活躍されている
ことに深く感謝申し上げます。
　昨年は、新型コロナ・オミクロン株の大流行、ロシアによるウクライナ侵略、エネル
ギー危機や急速に進展する円安による物価高など、まさに激動の一年となりました。
　このような時代の大きな転換期にあって、その場に立ちすくむのではなく、我々自ら
を変えることで、この困難な時代を乗り越えていく決意が必要であろうと思います。
　コロナ感染症が拡大して３年たちました。イベントの中止や自粛が続いてきましたが、
昨年後半からは、感染対策を行いながら経済を回していく、地域の行事を行っていくと
いう風に変わってきています。年末年始の人出もコロナ前に回復しつつあります。コロ
ナ対策については、まだまだ長期間にわたる対応が求められますが、先生方の協力をい
ただきながら、県民の皆さんの命と健康を守るため、引き続き高い緊張感をもって、感
染拡大の防止、医療提供体制の整備に取り組んでいかなければなりません。
　先生方には、今後もさらに県民の健康維持・増進に寄与していただくとともに、医学
的学術研修や介護予防講習会等に置かれましても積極的に開催され、柔道整復師の資質
向上に努めていただきたいと思います。
　昨年末には、柔道整復師会発足100周年の記念式典が盛大に開催されました。これを
契機に次の100年に向けて、富山県柔道整復師会の益々のご発展と、皆様方のご健勝ご
多幸を心よりご祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。
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春のご挨拶

新年のご挨拶

富山県議会議員　山　本　　　徹

　新年、明けましておめでとうございます。
　柔道整復師の先生方には、清々しいお正月をお迎えのこと、お慶び申し上げます。
　昨年は、ロシアのウクライナ侵攻（２月）、参議院選挙真っ只中の安倍元総理銃撃（７
月）と言った衝撃事件が相次いで起こりました。
　ロシアによるウクライナ侵攻は、国連の機能不全を世界に示し、世界の平和がいかに
不安定であるかを露呈しました。この事態によって、国民的な国防意識が高まったと思
います。
　安倍元総理の銃撃事件は、我が国の警備体制や選挙における街頭活動の在り方、不法
銃器の問題について問題提起されました。また、山上容疑者の背後関係から我が国の宗
教問題について、また、国葬儀をめぐる議論もありました。
　どちらの事件も、私たちを取り巻く状況について、このままでいいのか、
どうしていけばいいのか、深く考えさせられることとなりました。
　令和５年は、そうしたことを踏まえながらも、いよいよ出口が見えつつあるコロナウィ
ルスとの戦いを見据え、社会活動も経済活動も力強く前に進めて行く、そんな１年にし
ていきたいと思います。
　富山県では令和５年度、医療計画の改定作業が行われます。富山県新医療計画の中に

「柔道整復師」がしっかり位置付けられるよう、顧問県議の一人として努力して参ります。
　昨年は「柔道整復術公認100周年」の年であり、富山県柔道整復師会創立100周年の年
でもありました。
　これから、柔道整復師の先生方の果たすべき役割はさらに大きくなっていくと感じて
います。柔道整復師の先達が築いてこられた、歴史と誇りを受け継いで、令和の時代に
マッチした柔道整復師の在り方を模索し、社会に大きく貢献できる柔道整復師会として、
101年目の歩みを踏み出すこととなる、この令和５年。富山県柔道整復師会にとりまして、
素晴らしい１年になりますよう、ご祈念申し上げます。
　本年も、よろしくお願いします。
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春のご挨拶

新年のご挨拶

顧　問　四　方　正　治

　明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。昨年末に公益
社団法人富山県柔道整復師会並びに富山県柔道整復師協同組合主催創立100周年社団法
人設立62周年協同組合設立17周年記念式典と記念祝宴が開催され歴史の重みと貴会の勢
いを感じさせる素晴らしい大会となりましたね、出席させていただき大変嬉しく思いま
したことをまずご報告させていただきます。誠にありがとうございました。
　さて年の初めに思いますことは、一つはコロナウイルス感染症の収束が見えてこない
がここまで来るとワクチン接種やマスク着用消毒うがい手洗いと感染対策をしつかりし
て日常生活をそれぞれの立場で進めていくことが大切ではないかと思います。勿論医療
体制には十分配慮して最小限に食い止める努力は続けていくべきだと思います。
　また今の日本にとって最も大切な事は、いつか静かなる有事と言った人がいましたが
少子化対策ではないでしょうか。世界の人口が増えていく中で目に見えて年々出生数が
減少して行く日本の姿は末恐ろしい感じがするのは、勿論私一人でないと思います。流
石に政府も安全保障と同じ様に最重要課題としてようやく政策のとりまとめにかかるよ
うですが良い方向性を見いだして欲しいと思っております。そこで私なりの考えですが、
将来に希望が持てる未来像を若者に提案していく中で産み育てやすい環境整備をするこ
とが最も重要な事で有りますが、同時に何度も地方分権型の国造りを目指すと言って地
方創生大臣を作ったりしているがなかなか効果が見えて来ません。相当思い切った政策
を打ち出されないと実現しないのではないかと考えています。もう一つ考えられるのは
移民政策ではないでしょうか。世界の人口が増えて行く事から他国の人々を受け入れて
行くことは自然の流れだと思います。現在のような中途半端な制度でなく我が国も入っ
て来る人も共に幸せになれる様な制度を作って行く時期になってきたと思っています。
　結びに公益社団法人富山県柔道整復師会並びに会員の皆様方の益々のご発展を心から
御祈念申し上げ新年のご挨拶といたします。
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令和4年度（公社）日本柔道整復師会 北信越ブロック会 理事会

（公社）富山県柔道整復師会 理事会報告

日　時：令和4年10月22日（土）午後3時
場　所：ホテルフジタ福井
主　催：日本柔道整復師会　北信越ブロック会
主　管：公益社団法人　福井県柔道整復師会

日　時：令和4年7月31日（日）
	 午前10時00分～正午
会　場：接骨会館　3Ｆ会議室
出席者：理事19名全員出席、監事2名
	 事務局2名

会議次第
１，開会の辞　　　　
２，北信越ブロック会会長　挨拶
３，歓迎の辞
４，議事　（１）各県提出議題
５，石�川県…機能訓練を活かした地域包括システ

ム参入、介護予防対策・フレイル予防シス
テムシンポ等に対してのご意見を。

６，富�山県…柔道整復師の新入会員増加の一策と
して『入会金・年会費等』の見直し検討に
あたっての貴会のご意見を伺いたい。

７，新�潟県…スポーツ救護等の公益事業として予
算計上は？予算計上とボランティアとの線
引きは？事業としての競技はどのようなも
のか？

８，長�野県…周年事業・日整ブロック大会への出
席について。

９，福井県…保険講習会の在り方について。
　　・�新入会員講習会や定期的な講習会の有無そ

して開催方法。「柔道整復師の施術療養費
について」会員への周知法は。

　　　コロナ禍での開催方法について。　
１０，その他
１１，閉会の辞

てきました。
　当会でも12月に周年事業の開催が予定されてお
り、関係各部でのしっかりとした準備をお願いし
ます。
　吉村会長が議長として議事に入る。

１．決議事項
①�エス・エス・ビーからのホストコンピュータサー
バー一式購入について

　北川事務局長から資料に沿って説明あり。
� 異議なく承認
②�エス・エス・ビーと包括保守契約の締結につい
て

　北川事務局長から資料に沿って説明あり。
� 異議なく承認
③給与規程の変更について

吉村会長挨拶
　日整では、伊藤会長、三橋副会長、長尾副会長
による新体制がスタートしました。
　協会けんぽの審査会では、面接確認で上位5名
を対象として改善書を送付することになっていま
すが、指導書に留める場合もあるとの話もありま
した。丁寧な書面を提出すれば大きな懸念は無い
ものと考えます。
　さて、7月に兵庫県整復師会の周年事業に行っ
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　北川事務局長から資料に沿い、職員賞与支給月
に関して6,12月から9,3月への変更案の説明あり。
� 異議なく承認
④休会承認について
　吉村会長から、1名の方からの休会申請につい
て説明あり。
� 異議なく承認
⑤�理事会決議による運用・解釈内規の変更「旅費
及び手当の支給に関する規程」について

　森田総務部長から「1日に複数の事業に従事し
た場合の手当と交通費について」の説明あり、ま
た大野理事からは具体的な運用についての照会あ
り。
　これに対し吉村会長、森田総務部長、三箇次長
から、事例も交え「交通費は別の事業へ直線距離
5㎞以上の移動した場合に2回目を支給」と説明あ
り。� 異議なく承認

２．報告事項
①会員異動
　森田総務部長から、5名の退会者について報告
あり。
� 報告として了承
②富山県への事業報告提出について
　北川事務局長から、6月の富山県への定時事業
報告の内容について説明あり。
� 報告として了承
③学術大会（途中）報告
　河合学術部長からは、会員の協力に感謝すると
の発言あり。
　木下広報部長から、学術誌は近日に発行との報
告あり、また、北川事務局長から学術大会関連の
手当等は8月下旬支給予定との報告あり。
� 報告として了承
④100周年に向けての検討と準備について
　北川事務局長から資料に沿い、100周年記念事
業に向けての準備進捗状況について説明あり。吉
村会長から会員各位に協力を求めるとの発言あ
り。
� 報告として了承
⑤職務状況報告について
　森田総務部長から資料に基づいて、正副会長、
常務理事の職務執行状況報告あり。
� 報告として了承
⑥各部・委員会等報告
　各部長、委員長から次の報告あり。
【総務部】　部長　森田　満
　定款・施行細則の見直しについてまとめたので
事務局に送付する。
【保険部】　部長　稲場　司
　明細書の発行について、常勤3名以上場合、10
月1日からの実施が義務となり、東海北陸厚生局
への登録が必要です。いずれ全員の義務化や算定
料金も変わると思われます。

　生活保護の方への施術については自治体への登
録が必要である。協会けんぽの対応については厳
しさが増してきており、返戻が生じた場合など、
素直に迅速に対応を願います。

【学術部】　部長　河合　優
　レセプトの提出減少を顧みて、近代的な技術の
施術への採用を学術部として提言すべく、検討し
ていきたい。
【広報部】　部長　木下隆男
　学術大会にともなう学術誌編集に際しての会員
の協力に感謝するとともに、今後とも、柔整とや
ま、つなぐ手への協力をお願いします。
【財務部】　部長　井田栄二
　先般の学術大会に際しては、若干の予算オー
バーとなったと思われるが、盛会裏に開催となっ
たことについて喜ばしいものと考えます。
【事業部】　部長　島田貞之
　7月の日整全国少年柔道大会富山大会・形競技
大会に際してのご協力に感謝します。
　今回、「元気賞」を設けました。他方、動画配
信については肖像権侵害の懸念も残るものにて、
次回以降、種々改善を試みます。
【ICT委員会】　委員長　前原征一
　今般、学会誌においてYouTube動画を作成し
ました。
　今後、ICT委員会にて都度の作成に努めます。
【スポーツ委員会】委員長　眞田克樹
　10月の滑川ほたるいかマラソンには新川地区か
ら10名、11月の富山マラソンには各地区から5 ～
6名を、また柔道大会の救護についても派遣を継
続させたい。派遣時には作成したオレンジのポロ
シャツの着用を願います。
　なお、日整での助成金制度について子細の確認
を図ります。
【災害対策委員会】　委員長　大野重浩
　8月に災害対策講習会を立山カルデラ砂防博物
館で開催します。
　10月には富山県総合防災訓練がクロスランド小
矢部で予定されており、43名参加で準備をすすめ
ています。
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【介護委員会】委員長　木下隆男
　富山ブロックでは富山市役所長寿福祉課と相談
し、7月から楽々いきいき体操教室を開始してい
ます。
　吉村会長から、匠の技の対応人数についての照
会あり、前原委員長から、富山県としては当面の
間、3名で対応との回答あり。
� 各部各委員会からの報告について了承

３．その他
①�河合副会長から、新入会員の減少傾向に鑑みて

入会金の減額を検討すべきではないかと発言あ
り。これに関し、木下副会長、井田財務部長、
島田事業部長、森田副会長からも意見あり、今
後、関係部で具体案の検討を進めることとされ
た。

②�北川事務局長から24時間テレビにともなう事務
連絡あり。

③�森田総務部長から、引き続きコロナに関しての
予防対策の徹底要請あり。

④�澤田監事から、本日の討議状況についての良好
との感想あり。

� 以上

（公社）富山県柔道整復師会 理事会

日　時：令和4年11月23日（水）
	 午後3時～午後5時
会　場：接骨会館　３F会議室
出席者：理事１9名（全員出席)
	 監事1名（欠席1名）
	 事務局2名　局長、次長

会長挨拶
　日整においても、当会においても種々の課題が
あるようだが、ひとつひとつ解決すべく、みなさ
んの協力を願いたい。
　特に、当会の100周年記念事業については、各
県の整復師会が注目しているものであり、会員相
互の連絡を密にして成功させましょう。

（１）決議事項
①令和4年度上半期　会務報告について
� 異議なく承認�
②令和4年度上半期　決算報告について
　事務局長より正味財産増減計算書に沿って説明
あり。
　収入は、定額会費の改正、学術大会と100周年
記念事業にともなう各雑収の発生、介護支援
事業の復調などがあり、計12.5百万円の増加。
　費用は、介護支援事業関連の業務委託費の増加、
学術大会での渉外費の増加があり、結果として、
今年度上半期の経常収支は4.0百万円の黒字。
　次いで、資金収支計算書に沿って次の説明あり。
　北信越学術大会に関しては若干の赤字、他方、

柔道大会の中止による負担減で、北信越ブロック
大会全体としてはほぼ予算通り。
　また、総会が委任状総会となったことを事由と
して100万円の支出減など、9月末としては多額の
プラスとなっているが、今後、100周年事業での
支出が予定されており、ほぼ予定通りの推移と思
われる。
　また、財務の3基準に関しては大きな懸念なく、
ほぼ予定どおりである。
　水上監事から、適正に推移との監査報告がなさ
れた。
� 異議なく承認
③�固定資産の廃棄、固定資産税台帳記載内容の適
正化について

　�（富山市償却資産申告書の内容適正化も合わせ
て）� 異議なく承認
④�令和5年4月以降の事務局長および職員の給与
手当について

　次長の昇給が少ないのではないかとの意見あり
� 若干の議論を経て原案どおりとして承認
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（２）報告事項
①会員移動
　死亡退会　1名
� 報告了承
②介護委員会
　新川地区での委員の交代報告
� 報告了承
③各部各委員会報告
【総務部】部長　森田　満
　100周年記念事業に向け、皆さんの協力をお願
い致します。
【保険部】部長　稲場　司
　健康保険組合連合会から理不尽な対応があった
場合、社団に連絡頂きたい。
　場合により、審査請求、さらには裁判を起こす
こともできる。
　マイナンバーカードについては、厚生労働省が、
カードリーダーを全員に無償で配布する。
【学術部】部長　河合　優
　北信越ブロック学術大会、本当にお疲れ様でし
た。来年、2月にサンシップにおいて、根塚整形
外科の先生に講演をして頂く。皆さんの参加をお
願いします。
【広報部】部長　木下隆男
　広報部関連の全ての冊子印刷は、とうざわ印刷
に変更となり、今後、約50％の経費の削減となる。
100周年事業は、写真とビデオをしっかりと撮っ
ていきたい。
【財務部】部長　井田栄二
　先ほどの今年度上半期の決算報告もふまえ健全
な財務運営に努めたい。　
【事業部】部長　島田貞之
　次年度の少年柔道大会の開催をアルビス総合体
育センターで予定しているが、現在交渉中である。
　現在、澤田事務員に事業部に関するマニュアル
を纏めてもらっている。

【スポ－ツ委員会】委員長　眞田克樹
　11月に富山マラソン2022が開催され、24名の会
員が協力し、当日は207名の利用があった。
　トレーナー活動中に怪我をした場合の傷害保険
の加入を検討してもらいたい。
　今回は、ＱＲコードをベッドに貼り付けて、町
の接骨院の存在をアピールした。
【ＩＣＴ委員会】委員長　前原征一
　今年、ホームページを担当していた林さんが亡
くなられた。対応を検討したい。
　林さんの弟さんで事業を引き継ぐとの連絡が
あったが、種々不明な点あり、当面は、弟さんの
対応を見定めたいと事務局から補足説明あり。
【災害対策委員会】委員長　大野重浩
　8月は立山カルデラ砂防博物館の体験学習、10
月富山県総合防災訓練として、多数の委員・会員
の参加があった。防災訓練では、応急処置・包帯
体験コーナーを運営し、また、倒壊建物救助訓練、
多重衝突事故対応訓練に参加した。
【介護委員会】委員長　木下隆男
　コロナ禍で中止が多かったが、軽微な減少であ
る。富山と入善の竹内会員が一生懸命に活動して
いる。
� 報告了承

（３）その他
①100周年に向けての検討と確認
　各担当者の持ち場、時間的なスケジュールの確
認がなされた。
②�当会の会費(入会金、定額定率会費)についての
検討

　稲場副会長から、社団に入りやすい環境を作り
たく、特に定額会費の見直し必要だとの発言あり。
　森田副会長からは、理事のみなさんに年会費に
関する改正案の提出についての改正案の提出を
奮って提出を願いたいとの発言あり。
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令和4年度 役員向け保険に係る意見交換会

日　時：令和4年12月24日（土）
	 午後3時
場　所：接骨会館3階会議室

� 保険部　林　　禎之
　街の中はクリスマスのイルミネーションが輝く
中、令和4年度役員向け保険に係る意見交換会が
開催されました。
　最初に吉村会長より、「例年言っている事だけ
ど、役員の先生方が保険について理解していない
と会員の先生方から質問されても答えられないか
ら、しっかりと変更点などについて勉強するよう
にして欲しい」と挨拶されました。
　続いて稲場保険部長より、柔整保険実務と療養

費の支給基準を開きながら、今年度から適応され
た患者さんごとの償還払いへの変更について、ど
ういった場合に適応されるのかを例を挙げて説明
されました。また医科との併給や明細書の発行体
制加算について、また往療の変更点についても同
様に詳細に説明頂きました。
　意見交換会では、今年度から日本柔道整復師会
で開催されている全国保険部長会議で取り上げら
れた内容についての報告をされ、自賠責保険につ
いても現在の状況について稲場部長から説明され
て、それについて役員の先生方が質問して活発な
意見交換がされました。今後もこの様な意見交換
会を行い、しっかりと対応をしていけるようにし
たいと思います。

令和4年度 富山県柔道整復師協同組合（第2回理事会）

日　時：令和4年11月23日（水）
	 午後1時～午後2時10分
場　所：富山市舟橋北町3－7
	 接骨会館3階会議室

理事・監事の数及び出席理事・監事の数並びにそ
の出席方法
　　理事　9名　　出席理事数　9名（本人出席）
　　監事　2名　　出席監事数　2名（本人出席）�
出席理事の氏名
　　魚谷　明弘、森田　　満、小柳　　龍、
　　藤岡　外行、末永　明信、小島　幸宏、
　　田邊　浩嗣、山崎　良人、細川　圭三
出席監事の氏名
　　田邊　裕三、飛田　秀明
議長の氏名　　魚谷　明弘
事務局長　　　北川　弘司

〈理事長挨拶〉
　定刻となり森田副理事長が理事会の開会を宣言
し、魚谷理事長から本日参加への謝辞とともに、
12月に予定されている社団100周年および協同組
合17周年関連事業に関して、各理事にあっては協
力を願いたいとの発言があった。
　次いで魚谷理事長が議長となり議事に入った。

〈議　題〉
第１号議案　令和4年度上半期収支報告の件

　北川事務局長から収支報告書等の資料に沿っ
て次の説明がなされた。
　周年事業費用として100万円が計上されてい
ることを除けば、今年度上半期は、収入の部、
支出の部ともに例年並みの状況である。
　また福利厚生事業費で95.210円の昨年度比較
支出増があったが、これはゴルフ大会によるも
のである。

� 全員異議なく承認
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第２号議案　組合員脱退報告の件
　魚谷理事長から、今年の4月以降に5名の脱退
者があったとの説明がなされた。

� 全員異議なく了承

第３号議案　組合員新規加入承認の件
　魚谷理事長から、今年の9月に1名の加入者が
あり、令和4年9月30日現在の組合員総数　469
名との説明がなされた。

� 全員異議なく承認

第４号議案　協力業者新規加入承認の件
　魚谷理事長から、令和4年6月28日付にて　と
うざわ印刷工芸（株）富山市婦中町広田5210の
新規加入があり、令和4年9月30日現在で協力業
者数は42先になったとの説明がなされた。

� 全員異議なく承認

〈その他〉
　ホームページ委託先について、北川事務局長か
ら次の説明がなされた。
　社団で更新契約し、協同組合としても活用して
いるホームページについて、受託業者（個人）が
亡くなり、その弟さんから業務を引き継ぐとの連
絡を受けた。
　しかしながらいろいろと契約上の問題もあり、
当方から照会をしているが、現時点で返答がない。
　最悪のケースとして、契約打ち切りとなり新た
にホームページを他の業者に依頼する事も想定さ
れるが、当面は先方からの回答を待つものとした
い。

　今後のソフトボール大会について魚谷理事長と
森田副理事長から、年齢的な問題もあり継続は困
難と考えられるとして、代替の競技も含め、各理
事に意見を求めたいとの発言がなされた。
　各理事から順次発言があり、年齢的な問題もふ
まえ、ケガが少ないものとしてボーリング大会が
代替行事として望ましいとの発言が相次いだ。
　最終的にソフトボール大会を中止にし、代替と
してボーリング大会を開催するとの方針が決定さ
れ、具体的には今後検討していくことになった。
　森田副理事長から来月の100周年記念事業につ
いて、具体的な業務支援について説明がなされた。
　最後にギフトなどに業者を利用して欲しいとの
魚谷理事長からの要請がなされた。
以上で本日の議事はすべて終了したので、小柳副
理事長が閉会を宣言し、散会した。
　令和4年11月23日（水）
　　　　　富山県柔道整復師協同組合理事会
� 議長・代表理事　　魚谷　明弘
� 出席理事　　森田　　満
� 出席理事　　小柳　　龍
� 出席理事　　藤岡　外行
� 出席理事　　末永　明信
� 出席理事　　山崎　良人
� 出席理事　　田邊　浩嗣
� 出席理事　　小島　幸宏
� 出席理事　　細川　圭三
� 出席監事　　田邊　裕三
� 出席監事　　飛田　秀明
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事　業　報　告

富山県柔道整復師会創立100周年
社団法人設立62周年・協同組合設立17周年記念式典

日　時：令和4年12月18日(日)
	 午前10時
会場：ホテルグランテラス富山 3階 薫風の間

� 総務部　石橋　　仁
　雪交じりの寒い天候の中、今回の式典に際し、
県内外よりご来賓及び当会会員を合わせ、約320
名のご参加を戴き盛大に式典が開催されました。
　「記念式典」に先立って、大正11年の当会設立
以降、地域への貢献に尽力なさいました柔道整復
師諸氏に対し『黙禱』を捧げたのち、さだ　あり
さ司会進行のもと、稲場　司副会長より開会宣言
が行われた。引き続き、吉村　英男会長が式辞を
申し述べた後、来賓の方々よりご祝辞を頂戴いた
しました。
　先ず初めに富山県知事　新田八郎様の代理とし
て、富山県厚生部部長の有賀玲子様よりご祝辞を
頂戴しました。順に富山市長　藤井裕久様、高岡
市長　角田悠紀様、富山労働局長　吉岡勝利様、
衆議院議員　橘　慶一郎様、衆議院議員　上田英
俊様、公益社団法人富山県医師会会長　馬瀬大助
様、公益社団法人日本柔道整復師会会長　伊藤述
史様以上の来賓より賜った。
　司会者より来賓の紹介が有りその後、表彰授与
式に移り富山県厚生部部長の有賀玲子様より『富
山県知事表彰』が河合�優会員　山元和洋会員に
授与されました。富山労働局長の吉岡勝利様より

『厚生労働省労働基準局長表彰』『富山労働局長表
彰』がわたされ、富山県国民保険団体連合会理事
長の藤井裕久様より『富山県国民健康保険団体連

合会表彰』が授与されました。
　次に公益社団法人日本柔道整復師会会長の伊藤
　述史様より公益社団法人日本柔道整復師会より

『帰一功労賞』『公益社団法人日本柔道整復師会会
長表彰』『公益社団法人日本柔道整復師会会長感
謝状』『永年会員表彰』が授与された。続いて公
益社団法人富山県柔道整復師会　吉村英男会長よ
り『公益社団法人富山県柔道整復師会永年役員表
彰』『公益社団法人富山県柔道整復師会柔道功労
表彰』が授与され、富山県柔道整復師協同組合か
らも『指定業者感謝状』『組合員感謝状』がわた
された。
　表彰式の最後に、受賞者を代表して河合　優会
員が御礼の言葉を申し上げた。
　記念式典の最後に、閉会の辞が公益社団法人富
山県柔道整復師会　河合　優副会長より行われ式
典は無事終了いたしました。
　3階、薫風の間での式典終了後、場所を変え4階
の瑞雲の間にて祝賀会を開催しました。開宴の辞
を公益社団法人富山県柔道整復師会　森田　満副
会長が述べた後、富山県柔道整復師協同組合　魚
谷　明弘理事長が、歓迎の挨拶で『富山県へよう
こそ』『ブラボー』『ブラボー』『ブラボー』の連
呼が有り、会場から笑いが起き和やかな雰囲気に
包まれました。
　祝辞は、初めに衆議院議員　田畑裕明様より頂
き、次に参議院議員　堂故茂様、次いで富山県議
会議員を代表して米原　蕃様、公益社団法人全国
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柔道整復学校協会会長　谷口和彦様より頂きまし
た。
　いよいよ祝宴の始まりです。約30名による鏡割
りからスタート。『せ～の』の掛け声で4つの樽が
割られ大きな拍手が起こりました。その後、乾杯
のご発声を富山県中小企業団体中央会会長の高田
　順一様が行われました。しばらく歓談した所で、
全国的に知られている【おわら風の盆】が越中八
尾おわら保存会の皆様にて披露され、県内外から
の来賓・会員の方々が一斉に携帯電話を取り出し、
ビデオを撮る姿が見受けられました。会場が盛り
上りを見せるなか閉宴の時間も近付き、万歳三唱

の時間となりました。
　万歳のご発声を公益社団法人日本柔道整復師会
副会長　長尾　淳彦様より賜り続いて、ご来賓の
皆様の万歳を公益社団法人富山県柔道整復師会　
林　豊輝相談役よりご返礼の万歳が行われた。
　最後に、公益社団法人富山県柔道整復師会　木
下　隆男副会長より閉宴の辞を申し述べ『100周
年記念式典並びに祝賀会』が無事終了いたしまし
た。
　結びに、式典及び祝宴に対しお祝いを頂いた皆
様、準備していただいた会員各位に感謝申し上げ
ます。
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富山県知事表彰を受賞して

　「創立100周年　社団法人設立62周年　協同組合
設立17周年」記念式典で、富山県知事賞を受賞す
ることができ光栄に思います。この表彰は永年に
わたり厚生分野において功労のあったものに、そ
の功績をたたえるため富山県知事賞を授与される
と承知しております。
　私は開業して44年になります。その間、12期24
年間は理事　常務理事　副会長（富山ブロック長）
と当会の役員を務めさせていただきました。これ
も偏に会員の皆様方のご理解とご協力があったか
らこそと深く感謝いたしております。
　今後は柔道整復師会発展のため微力ながら尽力

（公社）富山県柔道整復師会
� 参与　山元　和洋

いたす所存でございます。最後になりましたが、
当会の繁栄と会員の皆様方のご多幸とご活躍を祈
念し謝辞といたします。

厚生労働省労働基準局長表彰を受賞して
（公社）日本柔道整復師会帰一功労賞を受賞して

　この度このような栄えある賞をいただき、大変
感激しております。
　又、労働基準局長からいただいたお言葉は、私
のような者にはもったいなく、恐縮するばかりで
ございます。

(公社）富山県柔道整復師会
� 副会長　河合　　優

　私が柔整師になった四十七年前に、柔道の先輩
林豊輝師匠に整復業を推奨され、実際この業務を
実行し、そのよさに感動した私が自ら人に勧める
ようになり八人の弟子と共に頑張ってきたのが実
感であり、会員皆々様の御協力で、この名誉があ
るものと大変感激いたしております。
　今後はこの感激を胸に秘め日々の精進を続けて
まいります。

表彰を受賞して
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富山労働局長表彰・（公社）日本柔道整復師会会長表彰・永年会員表彰を受賞して

富山県国民健康保険団体連合会表彰を受賞して

　この度の受賞に心より御礼を申し上げます。
100周年の長きにわたり、先達者の先生方のご苦
労の上に、今日の柔道整復師会があります。その
意思を私たちが「責任継承」していく。そしてこ
れからの100年は「柔道整復師倫理綱領」を順守
しつつ、歩んでゆかなければならないと、深く心
に刻むものであります。
　これまで私の周りの多くの方々より『お支え戴
いた』ことに深く感謝いたします。厳しい柔整師
界でありますが、私達の英知と努力があれば『解
決出来ない問題はない』と信じております。

　大正11年４月に富山県柔道整復師会が発足しま
した。その後先達の先生方の努力により当会は発
展を続けてきました。昭和４５年には柔道整復師
法が単独立法となり度重なる料金改定を経て法的
にも経済的にも自立した組織となりました。私が
この度国民健康保険連合会理事長表彰を受賞でき
ましたのも先達を初め会員の皆様方及び国民健康
保険連合会のお陰と深く感謝しています。終わり

（公社）富山県柔道整復師会
� 副会長　木下　隆男

(公社）富山県柔道整復師会
� 副会長　稲場　　司

　最後に柔整師会に係わる皆様と共に精進して参
りたいと思います。
　誌上でございますが謹んで…『有り難うござい
ました』

に柔道整復師界の更なる発展と皆様方のご活躍を
祈念申し上げ私の受章の挨拶とします。

富山労働局長表彰を受賞して

　当日は寒さも厳しく、霰交じりの天候の中、富
山県柔道整復師会創立100周年、社団法人設立62
周年、富山県柔道整復師協同組合設立17周年記念
式典が、ご来賓及び当会会員総勢350名にて盛大
に開催されました。
　司会進行は「さだ　ありさ」さん、開会宣言を
稲場副会長、式辞を吉村会長が行われた後、富山
県知事を筆頭に多くの祝辞を頂きました。
　その後、表彰に移り富山労働局長表彰を富山労
働局長より授与されました、この表彰を頂けたの

（公社）富山県柔道整復師会
� 副会長　森田　　満

も、労働災害における請求書の審査を行っている
おかげです、これからも一生懸命に業務に励んで
いきますので、宜しくお願い致します。
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日整会長感謝状、県社団永年役員表彰を受賞して

永年会員表彰を受賞して

県社団永年役員表彰・日整会長感謝状を受賞して

柔道功労表彰を受賞して

　延期されていた記念式典が行われ、師走の寒空
の中、各方面から多数の方が参加された中で、公
益社団法人日本柔道整復師会から会長感謝状、公
益社団法人富山県柔道整復師会から永年役員表彰
を頂きとても感謝しています。
　2007年に理事を拝命してから今年で16年目とな

　12月18日100周年会場に於いて、100名の受賞者
を代表しての栄誉をいただき誠に名誉の想いであ
ります。昭和47年に亡き父と一緒に接骨の仕事に
つき、なんら部位回数等の制約もなき接骨の仕事

　この度、公益社団法人富山県柔道整復師会より
永年役員表彰を、日整からは会長感謝状を頂きあ
りがとうございます。
　ここまで続けられたのも、会員皆様のご理解、
ご支援のおかげだと思っています。富山県柔道整
復師会の理事となり、各部を経験させていただき、

　この度、「創立100周年　社団法人設立62周年　
協同組合設立17周年記念式典」におきまして、柔

（公社）富山県柔道整復師会
� 理事　眞田　克樹

（公社）富山県柔道整復師会
� 砺波ブロック　矢木　義人

(公社）富山県柔道整復師会
� 理事　前原　征一

(公社）富山県柔道整復師会
� 新川ブロック　坂口　貴彦

り事業部・広報部・学術部・保険部を担当し総務
部を兼務していた時期もあり、他にも災害対策委
員長・スポーツ委員長に従事してきました。
　現在は世の中全体が大変な時を迎えコロナ禍で
もあり、会員が仕事のしやすい環境をいかにした
ら作れるか、収入が少しでも増えないか考え活動
しています。先輩役員の先生方や仲間のご指導ご
鞭撻を仰ぎながら、益々精進していきたいと思っ
ています。
　ありがとうございました。

を続け、昭和50年のオイルショックで世間が大騒
ぎの時、医療業界はこの世の花を満喫し、昭和56
年豪雪時には、接骨院始まって以来の患者数を記
録するなど非常にいい思いをした時もありまし
た。今、業界を取り巻く厳しい時代に対し、負け
ずに技術の研鑽に努め一生懸命に頑張っていく所
存であります。
　皆様今後共、御指導の程お願い致します。

スポーツ委員長・ICT委員長など重責も任せてい
ただいて感謝しております。
　始めて理事に就任した際、当時高岡地区会長で、
現富山県柔道整復師会　吉村会長より「会員のた
め理事として、何が出来るかを考えて行動してい
ただきたい」の言葉が、胸に響いたことを今も鮮
明な記憶として残っています。
　今後も、「会員のために」を胸に刻んで、役員
活動を行っていきたいと思っています。
　この度は、本当にありがとうございました。

道功労章表彰を頂きありがとうございました。
　コロナウィルス感染症による大会中止もありま
したが、連続25回出場させていただくことができ
ました。会員柔道大会３０回出場を目標に頑張り
たいと思います。
　今後とも、諸先輩方諸先生方のご指導ご鞭撻の
ほどよろしくお願いいたします。
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魚　谷　明　弘

清　水　正　敏

中　山　勇　健

坂　口　貴　彦

荒　木　高　廣

岡　本　　　優

袖　野　孝　良

南　茂　良　一

南　塚　文　人

石　政　憲　司

奥　村　寿　治

田　中　秋　雄

広　沢　　　寛

井　田　栄　二

加　田　　　裕

寺　田　健　一

若　林　広　志

稲　場　　　司

島　崎　秀　利

中　村　　　清

経　沢　治　勝

新川

（公社）日本柔道整復師会永年会員表彰

表　　彰
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上　條　邦　彦

佐　藤　秀　幸

田　辺　慎　二

長　瀬　篤　司 馬　瀬　五　月

山　元　和　洋

荒　田　和　博

木　下　隆　男

須　藤　秀　男

中　條　　　亨

飯　田　忠　克

小　井　昌　宏

高　島　保　弘

冨　田　静　夫

大　田　哲　夫

小　林　善　政

高　松　哲　夫

虎　谷　典　和

太　田　正　幸

佐　伯　勝　喜

竹　林　浩　平

中　川　宗　雄

林　　　正　治 踏　分　博　行 牧　田　好　祐

松　本　芳　則 森　永　文　夫 安　田　　　隆 山　崎　一　人

山　本　保　尚 酒　井　重　数 眞　田　克　樹

富山
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内　河　勝　巳

笠　島　辰　夫 窪　田　和　一

高　木　昭　雄

永　原　卓　男

前　原　征　一

浅　田　為　久

大　井　義　夫

上　條　　　弘

松　田　孝　志

石　田　幸　弘

岡　元　孝　夫

神　田　雅　春

南　　　敬　造

市　山　東司也

小　倉　　　勇

北　林　明　久

南　　　慶　治

上　野　博　之

籠　谷　成　一

島　田　貞　之 庄　川　淳　一 杉　本　正　英 関　原　正　則

高　橋　史　朗 坪　池　章　吉 中　江　勝　志 中　島　　　勤

古　川　　　功 古　山　浩　昭 細呂木　　　孝 前　田　　　徹

山　崎　辰　夫

高岡

山　崎　明　正
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吉　村　英　男吉　堀　哲　夫 竹　内　季　廣 廣　川　　　昇 森　田　　　満

澤　田　為　次 末　永　明　信

湯　浅　外　行

池　田　　　保

台　蔵　芳　弘

河　合　　　優

畠　山　健　治

神　田　謙　治

藤　岡　外　行

坂　井　時　和

松　永　洋　之 三　谷　尚　慶 宮　﨑　良　一 矢　木　義　人

林　　　修　二

砺波
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日整全国少年柔道大会に出場して

令和4年度 保険カルテ指導会（３回実施）

日　時：令和4年11月20日(日)
場　所：講道館大道場

日　時：	令和4年8月21日(日)・9月11日(日)・
9月25日(日)

場　所：接骨会館3階会議室

� 富山県代表　柔心会　多胡　勇佑
　僕がはじめて講道館に行ったのは、小学校一
年生の時で全国大会出場を決めた団員の応援で
した。試合をしている選手を見て、かっこいい
なと思ったことを覚えています。そんな憧れの
講道館で僕が試合できるなんて。令和４年７月
18日、全国大会出場が決まったときは、嬉しく
てたまりませんでした。
　僕は六年生になってから、反則負けをしたり、
勝てると思って油断して負けたり、体調を崩し
て思うように動けなかったりと、なかなか勝て
ないことが続き、自信を持てずにいました。そ
んな時、監督から、「この負けは、次に勝つた
めの負けだ」と、繰り返し声をかけてもらいま
した。また、試合後に書く柔道ノートには、負
けた試合に対してもいいところを見つけても
らったり、アドバイスがたくさん書いてあっ
て、次の試合につなげようと一生懸命練習しま
した。
　日整全国少年柔道大会富山県大会では、今ま
で負けたときにしたことはしないよう、何度も
柔道ノートを読み直して試合に挑み、優勝する
ことができ、本当に嬉しかったです。
　全国大会当日、全国から来た選手を見て、み
んなでかいと思いました。県内では自分は大き
い方だと思っていたけど逆に小さい方で、日本
は広いなと思いました。試合相手は今まで組ん
だことのない大きな相手で、少しビビってしま
いましたが思いっきり試合できよかったです。
富山チームは一回戦敗退でしたが、この敗けを
次に勝つために生かして、中学校へ行っても頑

� 保険部　林　　禎之
　眞田保険部員の司会進行で始まり、吉村会長よ
り、柔道整復師を取り巻く現在の保険の環境の変

張りたいです。
　今回、保護者の試合観戦ができるようになり、
お母さんも試合を観ることができて、とても喜
んでいました。
　これで小学生の全国大会は終わりですが、講
道館で試合ができて、本当に嬉しかったです。
そして、また講道館で試合がしたいです。

化も含めてご挨拶を頂きました。
　引き続き、稲場保険部長から保険について会員
の先生方に配布してある柔整保険実務の内容で4
～ 5年の間に変更事項について説明されました。
柔道整復師が施術出来る急性外傷についての文言
内容の変更、患者さんを診たら遅滞なく、いつ・
どこで・何をしたのかをしっかりと施術録に記載
する様にと説明があり、続いて保険者の患者ごと
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に償還払いに変更できる事例について、どういっ
た患者さんが対象になるのか会員の先生方に4月
に配布してある通達をもとに話しをされました。
また令和4年10月より明細書の交付の義務化が始
まる点について、どういった施術所が対象になる
のか、また明細書の交付をする場合（明細書発行
体制加算をするには）は前月までに、施術所の所
在地の地方厚生（支）局長に届け出を出さなけれ
ばならない事を伝えられました。
　施術録の記載について、先生方に持ってきて頂
いた施術録を見ながら説明をされました。
　初検料の算定および初検時相談支援料について

（励行と禁止事項の手書きでの記載や治癒見込み
日数の記入が必要）、また施療料の算定時は、包
帯やテーピング、コルセットでの固定、湿布等貼っ
た等を経過欄に記載する事。再負傷した場合も経

過欄に日時、負傷原因、場所等を記載する事など
を併せて説明されました。
　最後に参加された先生方からの質問を受け、稲
場保険部長、吉村会長が詳細に解答され第1回か
ら第3回までのカルテ指導会は終了しました。

令和4年 富山県総合防災訓練（小矢部市）

日　時：	令和4年10月16日(日)
	 午前８時30分
場　所：クロスランドおやべ

� 災害対策委員　藤森　和則　
　震源が富山県北西部、マグニチュード7.2の大
規模な地震が発生したとの想定において富山県総
合防災訓練が小矢部市のクロスランドおやべで行
われました。官公庁、消防、自衛隊のほか、関係
機関の団体として公益社団法人　富山県柔道整復
師会から大野重浩災害対策委員長の他40名の役
員・会員が訓練に参加しました。クロスランドセ
ンター内のエントランスホールでベッド、のぼり
旗、衛生資材等を設置し、応急処置訓練では負傷
者として見立てた一般の方に対しての副木包帯固
定を行いました。今年は関係機関との合同訓練と
して、当会より倒壊建物救助訓練に会員８名、多
重衝突対応訓練に会員１０名が参加し活動を行い
ました。

　また当会で実施した「包帯体験コーナー」では、
見学に来られた親子連れや一般の方々の体に、動
物のイラスト入り包帯やカラフルな包帯を巻く
コーナーも好評でした。
　知事表敬訪問の際には、新田八郎富山県知事の
右手にブルー包帯を木下隆男（公社）富山県柔道
整復師会副会長が巻き、桜井森夫小矢部市長の右
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手にイエロー包帯を大野重浩災害対策委員長が巻
いた後に記念撮影を行いました。
　訓練会場では、自衛隊、消防、救急のヘリや車
両の発着や往来が物々しく実施されるなど関係機
関の災害、防災に関する多くの展示がありました。
　第7波といわれるコロナ感染症拡大終息前の開
催のため一般参加者が少なく感じられた県総合訓
練でした。
　富山県は比較的に災害や地震が少ない地域で
が、最近では静岡の台風被害また隣の石川県能登
地方では地震が頻発しています。このような災害
に備えるため、県内各市町村でも災害に柔道整復

令和4年 災害対策委員会講習会

日　時：令和4年8月28日(日)
場　所：立山カルデラ砂防博物館

� 防災活動員　高岡ブロック　岩本　竜治　
　令和4年度災害対策委員会講習会が行われ、今
回は立山カルデラ砂防博物館で富山県の防災につ
いて研修してきました。
　もし砂防対策を実施しなければ、富山市周辺が
簡単に土砂で埋まってしまうため、100年余りに
渡り続けられている富山県の防災の骨幹となる政
策との解説を受けました。
　施設の中では文章や写真だけではなく、大型ジ
オラマ、大型映像での解説に加え、施設に所属の

専門の解説員の方の分かり易い説明を交えて勉強
させて頂きました。

師が対応できるように、今後もしっかりと訓練し
ていきたいと思います。
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　他にも、砂防工事の初期に使われていた器材等
も展示されており今の災害対策と、現在に至るま
での災害対策の歴史も勉強することができまし
た。
　目で見るだけでなく実際に体験し、詳しい解説
を聞くことができる大変貴重な施設であると感じ
ました。
　今回の砂防対策講習は土砂災害対策の講習であ
るため、より身近な大雨や地震による土石流等へ
の対策の参考にもなる大変に重要な講習を受ける
事ができ、より一層今後の災害対策への活動の土
台を作って頂いたと実感しております。今回の講
習で勉強した事や頂いた資料等を参考に、個人的
にも装備などを揃えて災害対策に即応出来る様に
準備を整えていきたいと思います。

第6回 匠の技 伝承プロジェクト

日　時：令和4年9月7日(木)
	 午後1時
会　場：接骨会館

� 匠の技指導者　前原　征一　
　匠の技�伝承プロジェクトも2年目を迎え、本格
的な指導者養成講座となり身の引き締まる思いで
参加しています。昨年4回の講習会を受講し、大
野会員・原会員は日整会館に赴き、養成講座の評
価を受けてきました。
 【指導者評価確認要領】評価確認方法について
 【�実技評価ポイント解説】重点部位�橈骨遠位端

骨折・肩甲上腕関節脱臼�整復・固定技術
 【エコー画像描出操作】エコー画像描出
 【�合同実技実習】固定材料作り・実習・評価確認

シミュレーション
 【�指導者評価確認】整復固定操作と超音波画像描

出の評価確認

　上記が日整水準を満たしているかの確認を受
け、富山県柔道整復師会会員に「匠の技�伝承プ
ロジェクト」を理解していただき、全会員が順次
受講していただく準備をしています。会員の皆様
に、より良い講習ができるよう自己研鑽を積みた
いと思っています。

　この様な講習会を企画実施して頂き有難うござ
いました。
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第7回 匠の技 伝承プロジェクト

日　時：令和４年11月６日(日)
	 午後１時
会　場：接骨会館

� 匠の技指導者　磯谷　充律　
　この度「匠の技�伝承」プロジェクト第3回指導
者養成講習会を受講させていただきました。私は
今回初めて受講させていただき、諸先生の御指導
のもと、無事終了する事ができました。
　今回の重点研修部位は「鎖骨骨折・肋骨骨折」
でした。
　zoomにて日整の本部と各４７都道府県とが繋
がり、１０組程度の選出された県が、順番に鎖骨
骨折の整復方、固定方を実演しました。
その後エコー観察にて、鎖骨、肋骨の描出方のレ
クチャーを受け、実習をし、１０組程度実演をし
ました。
　zoomを使って双方向でやり取りを行い講義を
受ける方法は、移動時間を短縮し、たくさんの異
なる地域の先生とつながることができて、大変画
期的だと思いました。またこのプロジェクトは柔
道整復師の伝統的な技術を後世に伝える為に、最
新の機器を駆使し広めていこうという、大変バラ
ンスの取れた素晴らしい取り組みだと思います。

今後の講習会も真剣に取り組み学んでいきたいと
思いました。

第31回 日本柔道整復接骨医学会学術大会

日　時：令和4年12月3日（土）、4日（日）
場　所：帝京科学大学 千住キャンパス7号館

� 日本柔道整復接骨医学会評議員　大野　重浩
　第31回日本柔道整復接骨医学会学術大会が東京
都の帝京科学大学千住キャンパス7号館において
ハイブリット方式（オンライン参加、会場への参
加）で開催されました。
　今回の学術大会は「臨床と学術の融合～
Shoulder�ver. ～」をメインテーマとし6会場での
発表がありました。
　文化講演、特別講演、教育講演、会員発表の他
に、各分科会の発表は基礎医学研究、スポーツ柔
整、物理療法は会場で、整復治療手技固定、画像
解析、柔整・接骨史の各分科会はオンデマンドの
みでの発表でした。
　文化講演では全日本空手道選手権大会で全4種
目優勝「4冠」を成し遂げた帝京大学空手部師範

の香川政夫先生による「変わる力・変える力」と
題しての講演を聴講しました。ご自身の学生時代
から空手を習うまで、空手の世界に入ってからの
ご苦労（根性論）、そして帝京大学での師範とし
て全国大会優勝（科学的なトレーニングの実施）
までをお話いただきました。中でも帝京大学空手
部が昔からの根性論を排し、科学的な面から体力
づくりをして優勝そして４冠を達成までの経緯に
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ついての講演でした。
　特別講演では本学会の安田秀喜会長と同じ金沢
大学整形外科出身の八王子スポーツ整形外科小
林尚史先生による「肩関節障害と動作評価-Core�
Power�Yoga�CPYを用いて」と題しての講演を聴
講いたしました。
　肩関節における肩甲骨の可動性・安定性、胸椎
の可動性、腰椎の安定性、股関節や足関節の可動
性が上肢に及ぼす影響について機能解剖の説明及
び野球等のスポーツ場面の動画による体の使われ
方を説明していただきました。日常の臨床におい
て整形外科としての手術等が必要になる器質的な
障害は来院者の１割程度で、残りの9割は機能障
害によるため、八王子スポーツ整形外科では、機
能改善のために一般的なヨガではなくスポーツ科
学に基づいた機能解剖範囲を超えず体幹を鍛える
コアパワーヨガについての講演でした。
　また分科会発表でも、橈骨下端骨折の固定であ
る手関節尺屈、前腕回内位のコンピューターシ
ミュレーションの解析による有効性の発表等があ

りました。
　いずれも臨床やスポーツにおける科学（学術）
を融合させての実践や研究であり、エビデンスが
無いと言われる柔道整復術の一助となる講演、発
表でした。
　新しい技術や知識を手に入れたい方や次世代を
担う柔道整復師の方々には、毎年開かれている学
術大会に参加して、新しい知識や技を日常の臨床
現場で活用し、柔道整復師会を盛り上げて頂けま
すようお願い致します。

第13回　浩柔・響柔グリーン会ゴルフコンペ

富山県柔道連盟 創立70周年記念式典・祝賀会

日　時：令和４年11月3日（木）
場　所：ゴルフ倶楽部ゴールドウィン

日　時：令和4年12月4日(日)
	 午後4時
場　所：オークスカナルパークホテル

� 砺波ブロック　梅木　一平　
　第13回浩柔・響柔グリーン会コンペがゴルフ倶
楽部ゴールドウィンにて開催かれました。天候に
も恵まれ、秋晴れの中20名の参加者がラウンドを
楽しみながら互いの親睦を深めました。個人的に
は初めて参加させて頂きました。
　ゴルフを通して、色々な方と交流できとても有
意義な時間を過ごす事ができました。

　　　 （公社）富山県柔道整復師会　理事
　　　　　　　富山県柔道連盟　常任理事
� 一ノ瀬　　充　

　向寒の候、富山県柔道連盟　創立７０周年記念

式典・祝賀会に、（公社）富山県柔道整復師会 吉
村英男会長が公務で欠席の為、代理で来賓として
出席して参りました。新型コロナ感染予防を徹底
した中、約170名の方が出席され、富山県柔道連
盟　平田　裕康会長の式辞で式典が始まりまし
た。表彰式では、特別表彰として、橘川　謙三名
誉会長、162名を代表して表彰状を、小川　和夫
常任相談役、139名を代表して感謝状を、南茂　
勇気代議員が授与されました。続いて、公益社団
法人　富山県体育協会　新田八朗会長代理　東瀬
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　義人専務理事、富山県武道協議会　中川　忠昭
会長が祝辞を述べられました。その後、来賓紹介、
祝電が披露され、橘川　謙三名誉会長が受賞者を
代表して謝辞を述べられ閉会となりました。
　続いて、70年間の歩みと軌跡を紹介するビデオ
上映が30分間ありました。終戦後、GHQが、武
道を制限していた期間があり、先人の先生方の多
大なご苦労と最大限の努力の結集で、富山県柔道
連盟は昭和27年に発足されました。ビデオでは、
富山県柔道のその時代の役員の努力と選手の輝か
しい成績が紹介されました。2016リオデジャネイ
ロ柔道女子70㎏級で田知本　遥選手が金メダル、
そして2020東京オリンピック柔道男女混合団体戦
で向　翔一郎選手が銀メダルの栄冠に輝いたこと
は、記憶に新しく富山県中が沸き上がり感動しま
した。しかしながら、近年では柔道人口の減少、
指導員不足も深刻な状況であります。
　続いて、祝賀会が、富山県柔道連盟　平田　裕

康会長の開宴のご挨拶、富山県柔道連盟　塩谷　
雄一顧問の乾杯で始まり、終始和やかな雰囲気で、
富山県柔道連盟　岩脇　聡副会長のお礼のことば
で閉会となりました。
　我々、柔道整復師は柔道を冠とし、骨折・脱臼・
捻挫・打撲・挫傷などの施術者として、技術の向
上と研鑽を重ね、長い歴史を持って今日に至って
います。これからも、今まで以上に柔道界と連帯
感を持つことでお互いの発展があると思います。
　この度は、貴重な経験をさせていただき本当に
ありがとうございました。心から感謝いたします。
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TJAT活動報告

令和4年度 新川地区中学校新人大会 柔道競技

第25回 滑川ほたるいかマラソン

日　時：令和4年9月17日(土)
	 午前8時30分～午後2時30分
場　所：滑川市総合体育センター　武道場

日　時：令和4年10月9日(日)
	 午前7時～午後1時
場　所：	滑川市スポーツ・健康の森公園陸上

競技場

　令和４年度新川地区新人大会柔道競技に開澤結
城会員と佐々木茂富が救護員として参加し、負傷
者4名中3名に止血処置を行いました。ルール上3
度試合が止まると失格になるという規定もあり2
度目の止血処置になった時にはかなり緊張しまし
た。
　今後の対策として、選手にはしっかり止血する
まで時間を取るように指示したり、呼吸を整え落
ちつかせるようリラックスを促すといったことも

　秋晴れの好天に恵まれ４年ぶりに開催されたこ
の大会には1889人のランナーが出走し、当会から
も10名の会員がランナーのケアにあたりました。
　富山マラソンを1 ヶ月後に控え、その調整のた
めに走るというランナーが多い印象でした。今ま
での走り込みによる疲労やランニング障害などで
不安を抱えている方も多く、各ランナーの状態を
短時間で把握し、要望に答えるのはいつもながら
難しいと感じます。また、例年に比べエントリー

止血処置時に必要なことであると再認識いたしま
した。

数がやや少なかったのですが、時間帯によっては
順番待ちの長い列ができました。それでも各会員
とも手際のよい対応で待ち時間は比較的少なかっ
たのではないかと思います。現在、県内の複数の
大会で当会によるトレーナー活動が実施され、多
くのランナーに認知されています。安心してレー
スに参加できるので本当にありがたいという声が
多く聞かれました。この活動を通して多くの方に
柔道整復師を知っていただく良い機会であり、今
後も継続して大会をサポート出来る事が重要かと
思います。
　最後になりましたが、当活動に対し御尽力いた
だきました諸先生方に感謝申し上げます。

TJAT委員　佐々木　茂富

新川ブロック　稲垣　一仁
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富山マラソン2022

日　時：令和4年11月6日(日)
場　所：富山環水公園

　富山県最大のフルマラソン大会「富山マラソン
2022」が11月6日高岡・射水・富山の３市を通る
コ－スで行われ、１万3716人のランナ－が出場し
開催されました。秋晴れとなった７度目の富山マ
ラソン大会に（公社）富山県柔道整復師会スポ－
ツ委員会（TJAT）としてのトレ－ナー活動参加
は、一昨年と昨年から新型コロナウィルス感染で
中止と自粛が重なり２年越しのボランティア活動
となりました。

TJAT委員　金田　英治

第13回 スポーツひのまるキッズ 北信越小学生柔道大会

日時　令和4年10月29日(土)～30日(日)
場所　アルビス小杉総合体育センター

　スポーツひのまるキッズ北信越柔道大会が全国
各地から約500名が集い、1日目は練習会2日目は
柔道大会という日程で開催されました。練習会で
は五輪選手をはじめ有名選手が講師となり、憧れ
の選手に直接指導を受けた子供たちは目を輝かせ
て稽古に励んでいたように思います。翌日の柔道
大会では元気のよい掛け声と共に、白熱した試合
がくり広げられました。
　救護活動には久水嘉智会員と岩山悟士の2名で
参加いたしました。未だに猛威を振るっているコ
ロナ禍での大会という事で、日頃の稽古不足によ
る怪我人が続出するのではないかとの懸念から、
事前に入念な打ち合わせや準備を行い臨みまし
た。
　開始早々から怪我人の救護に追われ、脳震盪

（疑）1件、鼻出血1件、擦過傷1件、口唇裂傷1件、
爪部損傷1件、脱臼（不全脱臼）3件、捻挫2件、
打撲2件と、想定していたとおり多数にのぼりま
した。その中で脳震盪については生命に直結する
外傷であり特に注意を要しました。幸い意識障害
までには至らなかったものの幾つかの徴候を認め
た為、速やかに専門医の受診を指示いたしました。
また、脱臼についてはいずれも肩関節の不全脱臼
であり応急処置として直ちに整復固定を施しまし
た。
　昨今の接骨院業務に於いて新鮮脱臼に出会う機
会が減少してきているなか、3件の脱臼を経験し

TJAT委員　岩山　悟士

貴重な機会となり勉強になりました。最後に、大
会主催者から労をねぎらう感謝のお言葉もありと
ても充実した気持ちで無事に救護活動を終えるこ
とが出来ました。今後も更に期待に添うべく頑張
りたいと思います。

　フルマラソンを走ったランナ－のゴール後のケ
アサポ－トを主に、ＴＪＡＴとして24名の会員
が、利用者207名に対しトレーナ－活動をおこな
い、活動拠点は富山市総合体育館のブ－ス内、朝
8時には県柔道整復師会接骨会館に会員が集合し、
眞田克樹スポ－ツ委員長の采配のもとベット14台
とトレーナキット等を会場に運んで設営し、ＴＪ
ＡＴの看板や接骨院のぼり旗・公益法人柔道整復
師会旗を掲げ、午前中にトレーナ－活動できるよ
う準備体制を整えました。
　特に重点的に心掛けたことは会員と利用者の感
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染予防で、健康チェック管理・マスク着用と手指
とベット機材の消毒、間隔をあけて換気を徹底し
ました。正午過ぎからゴール後のランナーが荷物
等を受け取り、更衣室で着替えをしてから続々ト
レーナーブースに訪れ、会員がそれぞれ利用者の
ニーズに合わせてアイシング・テーピング・スト
レッチ・スポ－ツマッサ－ジ等を中心とした、疼
痛軽減改善を目的にケア&コンディショニングを
施行しサポ－トをいたしました。今回は、新た
な試みとして2台のベットに超音波治療器を設置
し、その結果、評判も上々で大変良かったです。
またICT委員の前原征一委員長の協力のもとホー
ムぺージ「あなたの町の接骨院」画面にスマ－ト
フォンで直ぐに入れるＱＲコ－ドを制作していた
だき、受付や待合所等に貼付け、富山県柔道整復
師会の啓蒙活動をおこないました。
　今回ケアサポ－ト利用者からマラソン大会の翌
日に、県柔道整復師会事務所に「昨日ケアをして
いただいた先生の連絡先を聞くのを忘れたので教

えて欲しい」とメールが着て、担当された先生を
紹介するといった、とってもいい話がありまし
た！私的ですがトレ－ナー活動TJATを10年近く
やっていて初めての経験で大変嬉しく、この活動
の意義を改めて実感いたしました。最後に、新型
コロナウィルス感染予防でここ数年間ＴＪＡＴト
レーナ－活動停滞の時期もありましたが、柔道大
会救護やマラソン大
会等の行事も再開し
てきており、会員先
生方には救護・ト
レーナ－活動の参加
を積極的にお願い
し、今回の活動で協
力を頂いた実行委員
の方々と先生方に感
謝を申し上げます。

第29回 扇状地マラソンINにゅうぜん

日　時：令和4年11月20日（日）
場　所：入善町中央公園

　第29回扇状地マラソンINにゅうぜんが、コロ
ナの影響で、３年ぶりに開催されました。入善町
中央公園陸上競技場を発着点に、ハーフマラソン
と10キロ、5キロ、3キロの各種目を実施され、今
年からはファミリーの部（700メートル）とジョ
ギングの部（1.5キロ）が新設されました。当会
から、トレーナーとして入善町の会員6名（井田
栄二、柚木栄、上野今日子、上野歩、竹内崇裕、
高山大海）が参加しました。トレーナーブースに
はエントリー 1285人中、73名が利用され、マッ
サージ、ストレッチ、テーピング、アイシング等
を施術しました。北陸ではマラソンシーズンの締
めくくりの時季に開催される大会であり、寒かっ
たこと、また2週間前に富山マラソンを走ったラ

新川ブロック　高山　大海

ンナーには筋肉や関節に疼痛などのダメージが
残っている方もおられました。今後もランナーの
お役に立てるようトレーナー活動を続けていきた
いと思います。
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第18回 北信越ブロックバウンドテニス選手権大会

日　時：令和4年11月27日（日）
場　所：滑川市総合体育センター

　当日は好天に恵まれ11月末にしては暖かく、ス
ポーツには適した日になりました、今大会は北信
越5県より予選を勝ち上がってきた選手が集い、
日頃の練習の成果を発揮しようと白熱する試合が
多く、とても活気のある大会となりました。
　そんな選手たちをサポートするべく、浜岡保之
会員と松島知久でトレーナーブースを設け、競技
前のウォーミングアップやコンディショニング調
整、競技後の身体の不調、疲労に対するボディケ
アなどを行い、幸いにも重度の負傷者はおらず充
実した活動ができました。
　このようにスポーツイベントでの活動は、接骨
院での外傷の対応とは違った知識や技術が必要と
なり自身の良い経験となりました。ぜひ日々の業
務に役立ていきたいです。またこういった活動に
多くの先生が参加することにより接骨院の認知度
の向上に繋がるのではと感じました。この度は
TJATの活動に参加させていただきありがとうご
ざいました。

新川ブロック　松島　知久
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ブロック・地区だより
令和4年度 富山ブロック

学術研修会
� 富山ブロック　久水　嘉智

令和４年度 高岡ブロック
学術研修会

� 高岡ブロック　前原　征一

日　時：令和4年8月21日(日)
	 午後3時
場　所：接骨会館3階

日　時：令和4年9月11日（日）
	 午後2時
場　所：伏木コミュニティーセンター

　今回の研修会は兵庫県より株式会社Pro�Body�
AOYAMA�TRAINING�LAB�代表　青山武士先
生をお招きし、運動器疾患に対する運動療法の考
えを演題し研修会が開催されました。
　当日は30名の先生がお集まりいただき、コロナ
禍でも参加を決め出席していただいたことに感謝
申し上げます。
　会長挨拶にて木下隆男ブロック長より長く続く
終わりの見えない新型コロナウィルスとの戦いで
すが学びの足を止めることは社団、富山地区の士
気の低下に繋がる、積極的に一歩前に出る行動が
必要。この研修会はプロアスリートをクライアン
トに持つ青山先生から日頃の指導内容を勉強し明
日からの技術研鑽をしてほしいいう言葉がありま
した。
　研修会では普段痛みに対する対応をしている柔
道整復師ですがこれからの柔道整復師、接骨院に
必要な再発予防の重要性、必要性を感じることが

　残暑厳しい中99名の聴講者が出席し、令和4年
度富山県柔道整復師会高岡ブロック学術研修会が
開催されました。
　当日は講師として富山県済生会高岡病院整形外
科医長　南部　浩史　先生をお迎えし「脊椎疾患
に対する私の取り組み　－内視鏡下脊椎手術の現
状－」を拝聴しました。
　講演内容は、下記3病名に対しての内視鏡手術
でした。
〇腰部脊柱管狭窄症
〇腰部椎間板ヘルニア
〇骨粗鬆症脊椎圧迫骨折

出来ました。
　実践している先生の言葉には重みがあり、即活
用できるストレッチも多くお教えいただき有意義
に明日から活用していこうと思うことができる内
容となりました。
　今研修会は富山県富山地区柔道整復師会
YouTube動画にて配信していますのでこの機会
に是非ご覧ください。

南部先生は,内視鏡手術にこだわる理由として、
理由１．安全性
　　　　�神経のすぐそばにカメラ（目）があるの

で、神経組織が明るく拡大されている。
理由２．簡便性
　　　　�術後の患者まかせで、「安静度」なんて

気にしない
　　　　術後感染は、4例/3600例と少ない
理由３．Risk�Hedge
　　　　�最初に内視鏡手術で対応しておけば、将

来再度内視鏡手術と固定術の選択ができ
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令和4年度 新川ブロック
学術研修会

� 新川ブロック　井田　栄二

日　時：令和4年10月30日（日）
	 午後3時
場　所：スカイホテル魚津

公�開講座：『健やかに老いる、寝たきりにならな
いための知恵～知っていますか、フレイル～』

　講師　富山県厚生連常務理事
� 富山県厚生連滑川病院整形外科部長　　
　　　　医学博士　南里　泰弘　先生

　新川ブロック学術研修会がスカイホテル魚津に
於いて開催され、他ブロック会員も含め48名参加
がありました。
【内容】
・我が国における人口動態の推移と問題点
　平均寿命と健康寿命
・ロコモとフレイル
　ロコモとは運動器症候群。運動器（骨、関節、
筋肉）の障害によって移動機能・自立度の低下し
た状態で要介護や寝たきりになる可能性が高い状
態。
　骨（骨粗鬆症、骨折）、関節（変形性関節症、
脊椎管狭窄症）、筋肉（サルコペニア）。サルコペ
ニアとは加齢に伴う筋力の低下、又は老化に伴う
筋肉量の減少もしくは身体機能（歩行スピード）

の低下。
・フレイルについて
・�身体的フレイル（ロコモティブシンドローム、

老年症候群）
・�精神・心理的フレイル（認知機能障害・認知症、

抑うつ）
・社会的フレイル（独居、閉じこもり、個食）
・骨粗鬆症による脆弱性骨折について
・椎体骨折と鏡視下椎体形成術について
・これからの長寿社会を生き抜くために
　高齢者の介護予防などの健康に関する言葉「フ
レイル」「ロコモ」「サルコペニア」は加齢が関与
することは共通で一見すると同じような意味にも
思いますが、それぞれの視点は異なっており、本
日のご講演でその異同を詳細に分かりやすくご説
明いただきました。我が国の寿命は伸び続け、長
寿社会を迎えました、しかし一方では、自立した
生活を送れる期間「健康寿命」が平均寿命と比べ
て男性8歳程度、女性12歳程度も短く、長い人生、
いつまでも元気に過ごすためには、健康寿命の延
伸が重要です。そして健康寿命を延ばすためには
ロコモやサルコペニアを予防することを含むフレ
イルを予防する必要があり、少しでも早い段階か
ら取り組むことが重要であると改めて認識し、大
変有意義な研修会でした。
　終わりに、私たちは、公益活動において高齢者
の転倒予防教室等に取り組んでおり、高齢者が元
気に日々の生活を送る様に支援していきたいと
思っております。

令和4年度 砺波ブロック
学術研修会

� 砺波ブロック　脊藤　　剛

日　時：令和4年11月6日（日）
	 午前10時
場　所：砺波市庄川生涯学習センター

　秋晴れの心地良い日に、令和4年度砺波ブロッ
ク学術研修会が砺波市庄川生涯学習センターで砺
波ブロック会員60名が参加して開催されました。
来賓として公益社団法人富山県柔道整復師会森田
満副会長、木下隆男副会長をお迎えして、林禎之
理事の司会のもと、河合優砺波ブロック会長の挨
拶に続き、来賓を代表して公益社団法人富山県柔
道整復師会森田満副会長の祝辞のあと学術研修会
が始まりました。講師として富山県厚生連常務理

る。
と、解かりやすく説明していただきました。
　富山県柔道整復師会会員として、地域の先生の
講演を聞き知識を深め、明日からの患者に対し、

インフォームドコンセント等を正確にすることが
責務だと思いました。南部先生の貴重な講演を拝
聴し、気の引き締まる気持ちになれた意味におい
ても有意義な研修会でした。
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体骨折を起こす割合も高くなると説明されまし
た。
　これらの骨折を起こした場合身体的フレイル

（ロコモティブシンドローム、サルコペニア）に
なる事が多くなり、要介護に結び付いていくと
データを示して報告されました。病院での転倒予
防の取り組みについても写真を見ながら伝えら
れ、接骨院内でも転倒予防に気を付けないといけ
ないと思いました。
　今回の講義で南里先生にご教授頂いた知識を糧
に今後も一層、精進してまいります。

日　時：令和4年7月23日（土）～
	 　　　　令和5年1月14日（土）
場　所：那智町公民館

　富山市長寿福祉課より依頼を受け、半年間全12
回にわたり、富山市那智町公民館において楽々い
きいき運動教室を開催した。
　平均参加者20名程度の運動教室に、富山地区よ
り運動指導員資格を得た10名の先生方に協力して
頂き、クノンボールを使用した筋力強化訓練をは
じめ、パタカラ体操の口腔ケア運動、参加者から
の身近な疑問を聞くよろず相談などを行った。

　回を重ねるごとに、参加者の皆様の健康に対す
る意識も向上し、好評を得て今年度の活動を終了
した。
　来年度以降に向けて、アンケートを実施し今後
の活動に活かし、今後も市民の皆様の体力・筋力
向上に努めた活動を行ってまいります。

富山地区介護委員会活動
� 富山地区介護委員　中邑　克信

事、富山県厚生連滑川病院整形外科診療部長の南
里泰弘先生をお迎えして『日本における脆弱性骨
折の現状と課題』と題してご講演頂きました。
　人口動態の推移から日本も高齢化が進んできた
為、椎体骨折や大腿骨近位部骨折を起こしやすく
なり、フレイルについて及び転倒防止に至るまで
大変貴重なお話をご講義いただきました。特に大
腿骨近位部骨折において高い割合で反対側の大腿
骨近位部骨折が発生し、その原因になるのが骨粗
鬆症の治療率19％という低さにあり世界に比べて
日本が大腿骨近位部骨折の発生が多いということ
に大変驚きました。大腿骨骨折を起こした方は椎
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魚津市接骨研究会 学術研修会
� 魚津市接骨師会　経澤晋太郎

令和４年度 角柔会
市政報告会

� 角柔会会長　苅部　　望

令和5年 高岡地区柔道整復師会
新 年 会

� 高岡ブロック　新家　幸生

日　時：令和4年10月1日（土）
	 午後7時～9時
会　場：魚津テクノドーム（ありそドーム）

日　時：令和5年1月8日(日)
	 午後5時
会　場：ホテルニューオータニ高岡

日　時：8月17日（水）
	 午後5時
会　場：割烹 福島

　秋冷の候、台風が過ぎ去り肌寒くなった頃、会
員13名、市外から7名の参加にて令和4年度魚津市
接骨研究会学術研修会が、保険部長　稲場司先生
を講師とし『保険業務全般及び、業界の現状』と
題し開催されました。山本正勝魚津市接骨師会会
長の挨拶から始まり、稲場先生から質疑応答形式
の資料を詳しく解説して頂きました。柔道整復の
起源や柔道整復師法が昭和45年に単独立法されて
から現在の接骨業界が厳しくなっていった過程を
説明され、不正請求・不当請求、償還払い、領収

　富山県高岡地区柔道整復師会新年会が会員82名
参加し、開催されました。

　昨年、高岡市では角田新市長が誕生し、高岡市
柔道整復師会が角柔会を設立しました。
　今回コロナ第7波により感染拡大の続くなか、
公私ともに忙しい角田悠紀市長をお招きし、就任
１年間の市政報告会を講演して頂きました。ユー
モアを交えた話題と、これからの高岡について大
変説得力のある口調で参加者皆聞き入っていまし
た。
　講演終了後懇親会が来賓の先生方をお迎えし
１８名で行われました。
　国民健康保険・後期高齢者保険等市関連の保険
扱いをはじめ、足腰げんき倶楽部・すこやか運動

明細書の発行の義務化など、改めて解説して頂き
ました。柔道整復施術療養費支給申請書の作成・
算定方法などの注意事項をわかりやすく解説さ
れ、後半には質疑応答に多く答えて頂きました。
　最後に寺田健一魚津市接骨師会前会長から謝辞
があり研修会は終了となりました。コロナの感染
者数は増加と減少を繰り返していますが、対策を
施し沢山の事業が開催されますよう願っておりま
す。

教室等介護予防運動事業や、防災・防犯の協力を
お誓いし、今後も市との連携を深めて行きたいと
思っております。

　来賓として、橘慶一郎衆議院議員、野上浩太郎
参議院議員（秘書）、堂故茂参議院議員、角田悠
紀高岡市長、林正之氷見市長、磯部賢射水副市長、
をはじめ顧問県議7名、昨年、学術研修会で講師
を務めていただいた済生会高岡病院南部浩史先生
をお迎えし、盛大に開催されました。
　島田貞之常務理事司会のもと森田満高岡地区会
長より、新年を迎えての挨拶後、橘慶一郎議員、
野上浩太郎議員（秘書）、堂故茂議員、角田悠紀
高岡市長、磯部賢射水副市長、林正之氷見市長よ
りお祝いの言葉を頂き、吉村英男会長より力強い
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令和5年 新川地区柔道整復師会
新年祝賀会

� 新川地区　岡本　　優

日　時：令和５年１月15日（日）
	 午後４時
会　場：ホテルグランミラージュ

　宴も結びになり、河合副会長より高岡地区への
万歳を頂き、森田会長より来賓各位への万歳で締
めくくり、盛大に終わりました。
　当役員の先生方ご苦労様でした。会員の先生方
ありがとうございました。

　コロナ過の第八波がやや収束傾向にある中、新
川地区柔道整復師会の令和５年新年祝賀会がご来
賓を含め総勢55名にて盛大かつ『感染予防の気配
りの中』とり行われました。会場は去年と異なっ
て、各テーブルのパーテーションは無く比較的自
由に会話や飲食ができる状態にありましたが飲食

時以外はマスクの着用を徹底しておりました。
　まず始めに新川地区柔道整復師会�稲場�司会長
が、昨年は富山県柔道整復師会設立百周年の記念
事業が行われたり日整役員の不祥事があったりで
大変な一年であった。今年は会員数の減少や組織
率の低下等問題は多々あるが、一歩ずつ着実に前
進していかねばならないと挨拶されました。続い
て、参議院議員で自民党富山県連会長の野上浩太
郎様・参議院議員堂故茂様・衆議院議員上田英俊
様・富山県議会議員鹿熊正一様そして公益社団法
人富山県柔道整復師会会長吉村英男様の五氏より
丁重な祝辞を賜りました。さらにその他のご来賓
といたしまして砺波地区柔道整復師会�河合優会
長・高岡地区柔道整復師会�森田満会長・富山地
区柔道整復師会�木下隆男会長の各氏が紹介され
ました。
　引き続いて、厚生連滑川病院元院長で国保連合
会柔整審査会役員南里泰弘様より心に響く祝辞と
力強い乾杯のご発声を頂戴して宴が始まりまし

挨拶を頂きました。続いて来賓の紹介の後、渡辺
守人先生の乾杯の音頭で開宴しました。
　アトラクションでボンクラーズの生演奏があ
り、橘議員、薮田議員、林氷見市長などカラオケ
で大いに盛り上がりました。
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　富山県富山地区柔道整復師会新春懇親会が久水
嘉智理事の司会進行にて開催されました。
　木下隆男富山県富山地区柔道整復師会会長より
３年ぶりに開催する新春懇親会への参加の御礼、
ご来賓へのご臨席の御礼を述べられました。
　ご来賓の藤井裕久富山市長、野上浩太郎参議院
議員、田畑裕明衆議院議員、上田英俊衆議院議員、
堂故茂参議院議員、宮本光明富山県議会議員、（公
社）富山県柔道整復師会会長吉村英男様より祝辞
をいただきました。
　続いて富山県知事新田八朗様より頂戴した祝電
を披露致しました。
　懇親会は堀田義雄相談役のご発声で開宴しまし
た。
　今回の新春懇親会ではアトラクションとして

「あっこ＆どが」のバンド演奏が行われ例年と違っ
た雰囲気での懇親会となりました。
　中締めでは竹林直相談役が会員及びご来賓の皆
様への万歳を三唱され、返礼の万歳を（公社）富

た。その後暫くの間、ご来賓の皆様・会員の皆さ
んが和気あいあいと酌み交わしながら歓談の一時
を過ごしまして宴酣の頃、当会相談役の魚谷明
弘先生よりご来賓への万歳？ではなくて、『ブラ
ボー！ご来賓。ブラボー！役員。ブラボー！会員。』
とブラボー三唱が行われ、それを受けてご来賓の
富山地区柔道整復師会会長�木下隆男様より会員
の皆さんに「ブラボー」三唱のお返しを頂き、和
やかな雰囲気のうちに新年祝賀会がお開きとなり
ました。ご来賓の皆様、本当に有り難うございま
した。また役員の先生方の尽力に感謝いたします。

令和5年 富山地区柔道整復師会
新春懇親会

� 富山地区　久水　嘉智

日　時：令和5年１月22日（日）
	 午後5時
会　場：富山電気ビル5階大ホール

山県柔道整復師会副会長�稲場司様より頂戴し盛
会裡に終了致しました。
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　令和4年度藤柔会定期総会が古川信也運営委員
司会のもと、開催されました。
　木下隆男藤柔会会長の開会の挨拶の後、藤井裕
久富山市長のご挨拶で『柔整師の皆様とこれから
も意見交換等のお付合いをお願いします』との言
葉を戴きました。
　上條邦彦会員を議長に選出し、出席会員数の確
認をされた後、議事に進みました。
　議事録署名人の指名は議事進行都合上議長一任
にて宍戸智貞会員と水上雅晴会員が議事録署名人
に選出されました。
　第１議案、令和4年度会務報告を眞田克樹藤柔
会副会長、第２号議案、令和4年度収支決算報告
を一ノ瀬充会計責任者、会計監査報告を角洋監事、

　古川信也運営委員司会のもと、令和４年度弘柔
会定期総会が開催されました。
　木下隆男弘柔会会長より年始の挨拶、弘柔会活
動協力に対するお礼、新春懇親会が３年ぶりに開
催するお話がありました。
　続いて、当会相談役�浅岡弘彦前県議より年始
の挨拶、一身上の都合で春に行われる富山県議会
議員選挙には出馬しない旨の説明がされ、引き続
き富山県柔道整復師連盟委員長、吉村英男様より
弘柔会活動と浅岡前県議へのねぎらいの言葉があ
りました。
　議事に先立ち、木下会長より浅岡前県議に対す
る感謝の集いを開催したいとの発言があり、会員
の総意のもと『感謝の集い』が開催し、堀田義雄
相談役より６年４か月の議員生活に対する感謝の
言葉を送られ、記念品贈呈を竹林直相談役、花束
贈呈を山元和洋相談役から授与された後、浅岡前
県議が感謝の言葉をあり感謝の集いは終了致しま
した。
　上條邦彦会員を議長に選出し、出席会員数の確

日　時：令和5年１月22日（日）
	 午後４時30分
会　場：富山電気ビル5階中ホール

日　時：令和5年１月22日（日）
	 午後４時
会　場：富山電気ビル5階中ホール

令和4年度 藤柔会
定 期 総 会

� 藤柔会　久水　嘉智

令和4年度 弘柔会
定 期 総 会

� 弘柔会　久水　嘉智

第３号議案、令和4年度事業計画案(案)を中邑克信
運営委員、第４号議案、令和5年度会費額の説明
を久水嘉智運営委員、その他として弘柔会から藤
柔会への寄付金の補足説明があり、すべての議事
におきまして可決、承認をいただきました。
　眞田克樹弘柔会副会長の閉会の辞にて終了致し
ました。

認をされた後、議事に進みました。
　議事録署名人の指名は議事進行都合上議長一任
にて宍戸智貞会員と水上雅晴会員が議事録署名人
に選出されました。
　第１議案、令和4年度会務報告を眞田克樹弘柔
会副会長、第２号議案、令和２年度収支決算報告
を一ノ瀬充会計責任者、会計監査報告を角洋監事、
第３号議案、令和5年度事業計画案（案）を中邑
克信運営委員、第４号議案、弘柔会解散に伴う残
金を藤柔会に寄付する説明がありすべての議事に
おきまして可決、承認をいただきました。
　眞田克樹弘柔会副会長の閉会の辞にて終了致し
ました。
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会　員　異　動

� キメラ会会長　一ノ瀬　充

　小野武年先生が令和5年12月15日にご逝去されました。富山医科薬科大学学長、

同大学名誉教授、富山大学医学部薬学部研究部・特任教授などを歴任、セッシェノ

フ賞・中日文化賞を受賞、生理学の分野で多大な功績を残されました。

　我々の分野では、柔道整復師の社会におけ

る必要性と重要性を説かれ、富山大学大学院

に柔道整復師学寄付講座を開設、独立行政法

人　大学改革支援・学位授与機構　柔道整復

師学学位認定に寄与していただきました。

　キメラ会では、昭和62年発足当初より顧

問に就いていただき、学術研修会では多くを

学び、感謝の念でいっぱいです。

　小野先生の在りし日を悼み、哀悼の意を表

し、謹んでお悔やみ申し上げます。

小野 武
たけ

年
とし

 先生を悼む

区　分 施術所 所在地 氏　名 実施年月日
施術所開設 上條接骨院 射水市太閤山1丁目3－2 上條　　弘 R4.9.1

つねざわ接骨院 富山県魚津市浜経田3224－1 経澤晋太郎 R5.1.1

施術所廃止 浦接骨院 氷見市幸町8－48 浦　　　勝 R4.9.30
河原接骨院 高岡市福岡町下蓑新285 河原　　繁 R4.11.28
河原接骨院 氷見市栄町6番53号 河原　敏夫 R4.11.30
しきの接骨院 射水市松木635－1 庄川　淳一 R4.12.31
まき接骨院 富山市吉作4720 牧　　茂和 R4.12.31
つねざわ接骨院 魚津市浜経田3224－1 経澤　幸七 R4.12.31
かもめ接骨院 下新川郡朝日町泊新113 古市　直子 R4.12.31
吉堀中曽根接骨院 高岡市中曽根258－3 吉堀　岩夫 R5.1.4
かしま接骨院 砺波市鷹栖795－1 鹿島　　誠 R5.1.6

（退　会） 浦接骨院 氷見市幸町8－48 浦　　　勝 R4.9.30
河原接骨院 高岡市福岡町下蓑新285 河原　　繁 R4.11.28
河原接骨院 氷見市栄町6番53号 河原　敏夫 R4.12.31
しきの接骨院 射水市松木635－1 庄川　淳一 R4.12.31
かもめ接骨院 下新川郡朝日町泊新113 古市　直子 R4.12.31

富山市下大久保2593－1 角　　猛雄 R4.12.31
吉堀中曽根接骨院 高岡市中曽根258－3 吉堀　岩夫 R5.1.4

（休　会） まき接骨院 富山市吉作4720 牧　　茂和 R4.12.31
かしま接骨院 砺波市鷹栖795－1 鹿島　　誠 R5.1.6
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《謹んでご冥福をお祈り申し上げます》

訃　　　　報

物　故　会　員
氏　名 ブロック名 入会年月日 退　　会 在籍年数

浦　　　勝 高　岡 昭和54年２月２日 令和４年９月28日 43年

河原　　繫 高　岡 昭和53年３月23日 令和４年11月27日 44年

吉堀　岩夫 高　岡 昭和31年８月１日 令和５年１月４日 66年

ブロック名 ご逝去日 会員氏名 続柄

富　山 令和4年 8 月19日 結城　隆広 父

砺　波 令和4年 8 月22日 八田　　純 父

高　岡 令和4年10月 2 日 窪田　和一 父

砺　波 令和4年10月14日 河合　　優 母

砺　波 令和4年10月14日 河合　　順 祖母

砺　波 令和4年10月14日 河合　　亨 祖母

新　川 令和4年10月15日 山下　正人 父

砺　波 令和4年11月20日 金子　典弘 父

高　岡 令和4年12月 2 日 津田　克浩 母

高　岡 令和4年12月26日 神田　雅春 母

高　岡 令和5年 1 月 4 日 吉堀　哲夫 父

富　山 令和5年 1 月 5 日 佐藤　輝明 母

新　川 令和5年 1 月 7 日 経沢　治勝 母

富　山 令和5年 1 月17日 高木　秀樹 父

物故会員となられた諸先生方のご冥福をお祈り申し上げます

　わが富山県柔道整復師会を、共に支え、発展に尽くされた先生方に新人の感謝と

哀悼の意を表します。

　どうか、とこしえに私どもをお見守りください。

� 公益社団法人　富山県柔道整復師会

� 会　長　吉　村　英　男
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とうざわ印刷工芸株式会社 富山市婦中町広田5210
TEL.076-466-2711

TOYAMA
美しい富山をリアルな色で。
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富山県柔道整復師協同組合
協同組合指定業者

（株）アクア富山 アートライフ株式会社　 伊藤ハム販売（株）

（有）インクリース （株）ＷＥＳ（ウエス） （株）エス・エス・ビー

（株）オリバー （株）グ　ラ　フ （株）クリーンサポート

くろべの太陽（株） 近藤医療器 （株）坂田亀巣堂

サロン・ド・ソントール （株）サンケイワーク 塩谷商事（株）

（株）瀬　戸 ダイヤ工業（株） テイコクファルマケア（株）

（株）竹　勘 中部通商（株） とうざわ印刷工芸株式会社

東洋レヂン株式会社 富山県綜合警備保障（株） 富山新聞販売（株）

富山産業株式会社 （株）ＴＯＳＣＯＭ （有）ナカダ工芸

Ｐ－ＢＯＸ　パソコン教室 （株）ファロス （有）フジタ

（有）フューテック （株）HELIO　JAPAN （有）北信精器

北陸アシスタントレディス （株）ホテルニューオータニ高岡 丸大食品（株）

（株）丸　八 株式会社米沢産業 ＭＥＧＬＩＯ

ヤマグチメディカル 株式会社ヤワラ 遊　　花

（株）吉田養眞堂 和田亀巣堂

(アイウエオ順)

理 事 長　魚谷　明弘
副理事長　森田　　満・小柳　　龍

富山県柔道整復師協同組合
富山市舟橋北町3-7　TEL(076)433-8621

組合員様のご利用をお待ちいたしております。
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次号の原稿締め切りは８月末です。
　広報を育てるための会員皆様の投稿を御願いします。
◎地区だより……市町村、地区情報　　ワードデータもしくは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　原稿400字1～2枚
◎会員ひろば……投稿コーナー　　　　原稿1～2枚以内
　　○自由題材……趣味・旅行記・その他
　　○柔整専門・ボランティア活動・私の体験など
　　○スポーツ・文芸・写真
　　　(俳句…5句以内・短歌…5首以内・詩1編以内）
◎相談・質問コーナー……学術・業務等
　文字は楷書で、読み易く書いて下さい。
 (メール（info@jusei-toyama.or.jp）での入稿も可）
◎広報に関するご意見、原稿応募のことにつき、連絡ください。
　広報部（木下隆男・前原征一・原　　誠）

投

稿

依

頼

　2023年（兎年）新年を恙なくお迎えになられ、心中よりお喜び申し上げます。
　３年目が経過した『コロナ・コロナ・コロナ』で、もうすぐ４年に入ります。皆様
お体には十分ご留意ください。さて昨年６月に『柔道整復師�北信越ブロック学術大会・
富山県大会』12月には『富山県柔道整復師会創立100周年・社団設立62周年・富山県
柔道整復師協同組合17周年式典』の開催と二大イベントが盛会裏に終了いしました。
これも関係所管・関連団体そして会員の皆様のお陰と『感謝と御礼』を申し上げる次
第です。
　私達、広報部はこのような行事を『柔整とやま73号』に書きとどめ、これからの基
盤として努力・邁進してまいります。
　兎年のこの１年、皆様には『ご多幸とご健勝そして大いなる飛躍年』となります事
を心よりご祈念申し上げ編集後記といたします。

� 広報部長　木下　隆男　

編　集　後　記
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